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『鳳
城
聯
句
集
』
訓
注
稿
（
四
）

楊

昆

鵬

本
稿
は
版
本
『
鳳
城
聯
句
集
』
所
収
聯
句
作
品
に
つ
い
て
、
試
み
に
読

み
下
し
を
施
し
注
釈
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
（
本
誌
第
三
六
号
、

平
成
二
八
年
九
月
）
の
続
き
と
し
て
、
全
三
十
作
の
う
ち
、
第
十
一
か
ら

第
十
五
ま
で
の
五
点
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

【
作
者
】
（
初
出
人
名
の
み
）

（
第
十
三
）

義
超

僧
侶
、
越
溪
義
超
。

六
条
宰
相

六
条
有
広
、
公
家
。
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
生
ま
れ
、
元

和
二
年
（
一
六
一
六
）
没
、
源
氏
。
慶
長
十
六
年
は
四
八
歳
。

（
第
十
四
）

日
性

僧
侶
（
日
蓮
）
、
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
生
ま
れ
、
慶
長
十

九
年
（
一
六
一
四
）
没
、
号
は
円
智
院
、
本
地
院
。
後
陽
成
院
に

外
典
の
講
釈
を
行
っ
た
。

（
第
十
五
）

通
村

中
院
通
村
、
公
家
。
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
生
ま
れ
、
承
応

二
年
（
一
六
五
三
）
没
。
源
氏
、
中
院
通
勝
の
男
。
後
陽
成
院
及

び
後
水
尾
院
の
和
漢
聯
句
会
に
多
く
参
加
し
た
。

【
凡
例
】

・
五
言
の
句
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。

・
訓
点
は
底
本
の
ま
ま
に
し
、読
み
下
し
は
原
則
と
し
て
訓
点
に
従
う
が
、

一
部
句
意
に
基
づ
き
変
更
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
読
み
下
し
に
適

宜
濁
点
を
施
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
字
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、期
待
さ
れ
る
本
文
を
右
傍
に
（
某

カ
）
の
よ
う
に
注
記
し
た
。

・
注
は
最
小
に
止
め
、
故
事
出
典
を
示
し
、
一
部
熟
語
の
用
例
を
示
す
。

真
第
十

慶
長
十
七
年
十
月
二
十
五
日

（
十
一
カ
）

葉
ハ

不
二

雨
ノ

翔
ラ一

雨

葉
は
雨
の
翔
ら
ざ
る
に
雨
ふ
る

雲

ル
ニ

（
１
）

1
苔

ハ

依
テ二

塵
ノ―

起
ニ一

塵

苔
は
塵
の
起
ち
た
る
に
依
り
て
塵
る

竹

ケ
カ
ル

け
が

2
月
―

寒
メ

雲

欲
スレ

凍
ン
ト

月
寒
く
し
て
雲
凍
ん
と
欲
す

宮

（
２
）

3
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時

聖

里

於
フレ

仁
ニ

時
聖
に
し
て
里
仁
に
於
て
す

澗

ー
ニ
メ

（
３
）

4
履

テレ

薄
ヲ

栖-

遑

閙
ハ
シ

薄
き
を
履
き
て
栖
遑
閙
は
し

召

（
４
）
い
そ
が

5
帯

テレ

粧
ヲ一

濃-
淡

新

粧
を
帯
び
て
濃
淡
新
な
り

圭

ナ
リ

6
湖

枯
テ

疑
レ

失
レ

鏡
ヲ

湖
枯
れ
て
鏡
を
失
ふ
か
と
疑
ふ

御

カ
ト

7
瀑

秀

覚
レ

垂
レ

紳
ヲ

瀑
秀
で
ゝ
紳
を
垂
ら
す
か
と
覚
ゆ

良

テ
ヽ

カ
ト

8
学

テレ

拾

廬-

顔

笑
ム

拾
を
学
び
て
廬
顔
笑
む

重

ー
ヲ

（
５
）

9
仰

テレ

迦

竺-

梵

伸
フ

迦
を
仰
ぎ
て
竺
梵
伸
ぶ

緒

ー
ヲ

（
６
）

10（

）
雨
が
「
翔
」
る
用
例
は
漢
詩
に
未
見
。
落
葉
を
雨
に
喩
え
る
の
は

1

例
え
ば
杜
甫
「
桑
柘
葉
如
雨
、
飛
藿
去
裴
回
」
（
昔
遊
）
な
ど
が

あ
る
。

（

）
雲
凍
と
は
寒
さ
で
雲
も
凝
固
し
た
よ
う
に
動
か
な
い
さ
ま
。
杜
牧

2

「
臘
雪
一
尺
厚
、
雲
凍
寒
頑
癡
」（
雪
中
書
懐
）。

（

）
「
於

フ

」
は
難
読
。
こ
こ
で
は
「
仁
に
於
て
す
」
と
改
め
て
読
む
。

3
（

）
せ
わ
し
く
落
ち
着
か
な
い
様
子
。
庾
信
「
栖
遑
終
不
定
、
方
欲
涕

4

沾
袍
」
（
和
裴
儀
同
秋
日
詩
）。

（

）
唐
代
高
僧
の
寒
山
拾
得
、
普
賢
の
化
身
と
さ
れ
る
。

5
（

）
迦
葉
、
中
国
禅
宗
の
始
祖
。

6転
二

羊-

牛
ヲ一

戯-

蝶

羊
牛
を
転
ず
る
は
戯
蝶

竹

ー
ズ
ル
ハ

11

従
ハ二

蛭-

螾
ニ一

潜-

諤

蛭
螾
に
従
ふ
は
潜
諤

雲

（
７
）

12
一-

葦

凌-

波
ノ

歩

一
葦

凌
波
の
歩

澗

13
長-

松

掣-

電
ノ

身

長
松

掣
電
の
身

宮

14
詩-

仙

蘇

羽-

化
ス

詩
仙

蘇
羽
化
す

圭

15
金-

友

杜
カ

群-

倫

金
友

杜
が
群
倫

召

16
毀-

誉

蚊

過
レ

耳
ヲ

毀
誉

蚊
耳
を
過
ぐ

良

（
８
）

17
宮-

商

鶯

弄
レ

唇
ヲ

宮
商

鶯
唇
を
弄
す

御

ー

ス

18
梅

ハ

和
メ二

風-

笛
ニ一

落

梅
は
風
笛
に
和
し
て
落
つ

雲

19
莛

ハ

先
二

暁-

筹
ニ一

頻
ナ
リ

莛

は
暁
筹
に
先
つ
て
頻
な
り

竹

ツ
テ

（
９
）

20（

）
蛭
螾
は
蛭
や
み
み
ず
の
類
、
小
人
の
喩
え
。
賈
誼
「
偭
装
獺
以
隠

7

処
兮
、
夫
豈
従
蝦
与
蛭
螾
」
（
古
文
真
宝
・
弔
屈
原
賦
）。
諤
は
蛍

の
意
で
あ
り
、
「
鱗
」
の
誤
り
か
。

（

）
葛
洪
「
而
洪
之
為
人
、
信
心
而
行
、
毀
誉
皆
置
於
不
聞
」
（
抱
樸

8

子
・
自
叙
）
、
恵
洪
「
君
看
功
名
事
、
真
如
過
耳
蚊
」
（
次
韻
彦
由

見
贈
）。

（

）
莛
は
草
の
茎
。
暁
筹
は
夜
明
け
の
時
分
。
「
以
蠡
測
海
、
以
莛
撞

9
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鐘
」
（
漢
書
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
時
刻
を
知
ら
せ
る
鐘
を

意
識
し
て
い
る
か
。
前
句
は
笛
の
楽
曲
で
あ
る
「
梅
花
落
」
を
踏

ま
え
る
が
、
月
舟
寿
桂
の
「
花
遶
花
囲
長
楽
宮
、
鐘
声
緩
度
月
明

中
。
寸
莛
扣
落
梅
千
点
、
人
道
高
樓
一
笛
風
」
（
鐘
声
出
花
）
に

お
い
て
、
梅
の
落
花
と
莛
と
が
詠
ま
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

閑-

徹
ハ

僧-

房
ノ

島

閑
徹
は
僧
房
の
島

召

ー

（
１
０
）

21
久-

要

帝-

座
ノ

遵

久
要
は
帝
座
の
遵

御

ー

（
１
１
）

22
釣-

台

江-

靄

隔
ツ

釣
台

江
靄
隔
つ

宮

23
文-

焰

日-

居

隣
ル

文
焰

日
居
隣
る

重

（
１
２
）

24
鑿

テレ

壁
ヲ

挑
ム二

灯-

婢
ヲ一

壁
を
鑿
ち
て
灯
婢
を
挑
む

澗

う
が

25
剋
レ

期
ヲ

験
ム二

蝋-

人
ヲ一

期
を
剋
し
て
蝋
人
を
験
む

雲

ー

メ

（
１
３
）

こ
こ
ろ

26
甘-

眠

甘-

蔗
ノ

杲

甘
眠

甘
蔗
の
杲

御

（
１
４
）

27
補-

所

補-

陀
ノ

莘

補
所

補
陀
の
莘

圭

（
１
５
）

28
村

ハ

野

促
スレ

耕
ヲ

杏

村
は
野
な
り

耕
す
を
促
す
杏

雲

ー
ナ
リ

29
郷

遙

寄
ルレ

思
ヲ

蓴

郷
は
遙
か
に
し
て
思
ふ
を
寄
る
蓴

竹

ー

ハ

カ
ニ
メ

30

（

）
『
三
体
詩
』
張
籍
「
僧
房
逢
着
款
冬
花
、
出
寺
吟
行
日
已
斜
」
（
逢

10

賈
島
）。

（

）
後
漢
の
巌
光
。
「
巌
光
字
子
陵
、
一
名
遵
、
会
稽
余
姚
人
也
。
少

11

有
高
名
、
与
光
武
同
遊
学
。
及
光
武
即
位
、
乃
変
名
姓
、
隠
身
不

見
」
。
久
要
は
旧
友
、
帝
座
は
光
武
帝
を
指
す
。

（

）
文
章
の
光
焰
、
文
彩
。
孟
郊
「
先
生
五
岳
遊
、
文
焰
蔵
金
鼎
」（
訪

12

嵩
山
道
師
不
遇
）
。
日
居
は
「
日
居
月
諸
」（
詩
経
・
邶
風
）
な
ど
。

（

）
期
限
を
設
け
る
こ
と
。
『
蒙
求
』
「
虞
延
剋
期
」
「
後
漢
虞
延
字
子

13

大
、
陳
留
東
昏
人
…
建
武
初
、
除
細
陽
令
。
毎
至
歳
時
伏
臘
、
輒

休
遣
徒
繋
帰
家
。
並
感
恩
徳
、
応
期
而
還
」
。

（

）
人
名
か
、
不
明
、
後
考
に
待
つ
。

14
（

）
補
陀
落
山
か
。
ま
た
「
補
陀
莘
」
は
未
見
。

15迅-

雷
ハ

誰
カ

戦-

鼓
ソ

迅
雷
は
誰
が
戦
鼓
ぞ

重

31
徂-

歳
ハ

彼
ノ

奔-

輪

徂
歳
は
彼
の
奔
輪

澗

（
１
６
）

32
違

ハ二

定-

省
ニ一

蝣-

輩

定
省
に
違
ふ
は
蝣
輩

召

（
１
７
）

33
序
二

兄-

弟
ヲ一

雁-

賓

兄
弟
を
序
づ
る
は
雁
賓

御

34
赭
レ

湘

嬴

殺-

景

湘
を
赭
か
に
し
て
嬴
殺
景

雲

カ
ニ
メ

ー

ヲ

（
１
８
）

35
変
レ

魯
ヲ

孔

知
レ

津
ヲ

魯
を
変
せ
ば
孔
津
を
知
る

澗

ー
セ
ハ

（
１
９
）

36
遊

ハ二

道-

徳
ノ

林
ニ一

鳳

道
徳
の
林
に
遊
ぶ
は
鳳

御

37
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臨
レ

行-

草
ノ

楮
ニ一

哽

行
草
の
楮
に
臨
す
る
は
哽

澗

ー
ス
ル
ハ

38
孤-
窓

峰

苦

対

孤
窓

峰
は
苦
ろ
に
対
す

圭

ロ
ニ

ー
ス

39
永-

夜

且

横-
陳

永
夜

且
ま
で
に
横
陳

宮

マ
テ
ニ

し
ば
ら
く

40（

）
光
陰
の
流
れ
去
る
こ
と
。
蘇
軾
「
典
衣
作
重
陽
、
徂
歳
惨
将
寒
」

16

（
和
陶
貧
士
七
首
併
序
其
五
）。

（

）

親
や
年
長
者
へ
の
挨
拶
。
黄
庭
堅
「
青
衿
廃
詩
書
、
白
髪
違
定

17

省
」
（
送
李
徳
素
帰
舒
城
）。

（

）
『
史
記
・
秦
始
皇
本
紀
』
「
浮
江
、
至
湘
山
祠
、
逢
大
風
、
幾
不
得

18

渡
。
上
問
博
士
曰
、
湘
君
何
神
、
博
士
対
曰
、
聞
之
、
尭
之
女
、

舜
之
妻
、
而
葬
此
。
於
是
始
皇
大
怒
、
使
刑
徒
三
千
人
皆
伐
湘
山

樹
、
赭
其
山
」
。

（

）
『
論
語
・
微
子
』
「
長
沮
、
桀
溺
耦
而
耕
、
孔
子
過
之
、
使
子
路
問

19

津
焉
。
長
沮
曰
、
夫
執
与
者
為
誰
。
子
路
曰
、
為
孔
丘
。
曰
、
是

魯
孔
丘
与
、
曰
、
是
也
。
曰
、
是
知
津
矣
」
。

先

進
レ

橋
ニ

青-

女

先
橋
に
進
む
は
青
女

竹

ム
ハ

（
２
０
）

41
懐

テ

移
ハレ

家
ヲ

白-

民

懐
ひ
て
家
を
移
す
は
白
民

御

（
２
１
）

42
太-

平

花

固
スレ

蔕
ヲ

太
平

花
は
蔕
を
固
す

澗

43
尊-

者

竹

添
レ

筠

尊
者

竹
は

筠

を
添
ふ

召

カ
ハ
ヘ
ヲ

た
け
の
か
は
べ

44

涼-

簟
ハ

波-

波-

地

涼
簟
は
波
波
地

竹

45
霞-

盃
ハ

処-

処
ノ

春

霞
盃
は
処
処
の
春

雲

46
舌-

塵

周
ノ

般-

若

舌
塵

周
の
般
若

御

（
２
２
）

47
睡-

漢

就

無-

貪

睡
漢

就
の
無
貪

澗

（
２
３
）

48
籠

ハ

具
二

半-

頭
ノ

眼
ヲ一

籠
は
半
頭
の
眼
を
具
す

澗

ー

ス

（
２
４
）

49
録

ハ

頤
フ二

五-

蔵
ノ

神
ヲ一

録
は
五
蔵
の
神
を
頤
ふ

竹

（
２
５
）

や
し
な

50（

）
霜
雪
を
司
る
女
神
。
杜
甫
「
青
女
霜
楓
重
、
黄
牛
峡
水
喧
」
（
東

20

屯
月
夜
）。
こ
こ
は
橋
に
霜
が
降
る
こ
と
。

（

）
伝
説
上
の
古
国
名
、
『
山
海
経
・
海
外
西
経
』
「
白
民
之
国
、
在
龍

21

魚
北
、
白
身
披
髪
」
。

（

）
仏
語
。
『
大
方
広
総
持
宝
光
明
経
』「
或
有
舌
塵
三
昧
中
、
能
現
大

22

舌
塵
境
界
、
如
是
上
味
普
周
遍
、
天
上
人
間
悉
愕
然
」
。
唐
の
玄

覚
「
若
将
妄
語
誑
衆
生
、
自
招
抜
舌
塵
沙
劫
」（
永
嘉
証
道
歌
）。

（

）
仏
語
、
瞌
睡
漢
か
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
「
満
目
覷
不
見
、
満
耳
聴
不

23

聞
、
此
両
処
不
省
得
便
是
瞌
睡
漢
」
。

（

）
仏
語
。
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
「
古
人
釈
半
頭
已
上
之
言
、
由
失
肉

24

眼
、
後
得
天
眼
、
半
頭
已
上
悉
能
照
瞩
、
名
半
頭
眼
。
後
有
釈
云
、

肉
天
具
有
、
名
全
有
眼
」
。

（

）
五
臓
神
、
道
教
で
い
う
体
の
臓
器
を
守
る
神
。
白
居
易
「
睡
適
三

25
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尸
性
、
慵
安
五
蔵
神
」
（
感
事
）。

鵑

鳴
テ

山

近
シレ

蜀
ニ

鵑
鳴
き
て
山
は
蜀
に
近
し

御

51
鯀

治
テ

水

初
ハ

岷

鯀
治
め
て
水
は
初
め
は
岷

雲

52
霧
―

簇

胸

淵
―

潜

霧
簇
が
つ
て
胸
淵
く
潜
る

召

ツ
テ

フ
カ
ク
カ
ク
ル

53
世
―

清
メ

名

細

論
ス

世
清
く
し
て
名
細
や
か
に
論
ず

御

カ
ニ

54
賢
レ

賢
ヲ

宜
クレ

顫
レ

禄
ヲ

賢
を
賢
せ
ば
宜
し
く
禄
を
顫
る
べ
し

重

ー
セ
ハ

カ
シ
ラ
フ
ル

55
老
レ

老
ヲ

退
テ

収
ムレ

緡
ニ

老
を
老
と
し
て
退
き
て
緡
に
収
む

召

ト
メ

（
２
６
）

56
鷺

ハ

旧-

磯
ノ

残-

雪

鷺
は
旧
磯
の
残
雪

雲

（
２
７
）

57
鶏

ハ

司-

徒
ノ

早-

晨

鶏
は
司
徒
の
早
晨

御

58
慰

メレ

聴
ヲ

通
ス二

忍

語
ニ

聴
を
慰
め
て
忍
の
語
に
通
す

召

ー

（
２
８
）

59
修

メレ

妙
ヲ

敬
ス二

台

純
ヲ一

妙
を
修
め
て
台
の
純
を
敬
す

澗

ー

（
２
９
）

60（

）
杜
甫
「
釣
艇
収
緡
尽
、
昏
烏
接
翅
帰
」
（
復
愁
十
二
首
其
二
）
な

26

ど
は
釣
り
糸
を
収
め
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
底
本
の
訓
点

に
従
え
ば
釣
り
糸
に
収
め
る
こ
と
に
な
る
。

（

）
許
渾
「
読
書
新
樹
老
、
垂
釣
旧
磯
平
」
（
重
傷
楊
攀
処
士
二
首
其

27

一
）
。
元
稹
「
雪
鷺
遠
近
飛
、
渚
牙
浅
深
出
」（
遣
春
十
首
其
四
）
。

（

）
忍
は
禅
宗
五
祖
弘
忍
和
尚
の
こ
と
か
。

28
（

）
不
明
、
人
名
か
、
後
考
に
待
つ
。

29攘-

斥

仏
ヲ一

渓-

説

仏
を
攘
斥
す
る
は
渓
説

圭

二

ス
ル
ハ

（
３
０
）

61
生-

冤

我
一

宿-

因

我
を
生
冤
す
る
宿
因

竹

二

ス
ル
ヽ

62
寸-

愁

苗

幾

尺
メ

寸
愁

苗
は
幾
尺
に
し
て

召

ー

63
微-

分

莢

三-

旬

微
分

莢
は
三
旬

雲

（
３
１
）

64
方
レ

潔

非
レ

尭
ヲ

許

潔
を
方
ら
ぶ

尭
を
非
と
す
る
許

竹

ラ
フ

ー

ヲ

ト
ス
ル

ー

（
３
２
）

く

65
重

スレ

刑
ヲ

浮
レ

桀
ヲ

辛

刑
を
重
く
す

桀
を
浮
ぎ
た
る
辛

澗

ス
キ
タ
ル

ー

す

（
３
３
）

66
刳

クレ

胎
ヲ

持
レ

鷸
ヲ

蚌

胎
を
刳
く

鷸
を
持
す
る
蚌

雲

ー
ス
ル

67
尽

スレ

態
ヲ

掃
フレ

蛾
ヲ

螓

態
を
尽
く
す

蛾
を
掃
ふ
螓

澗

（
３
４
）

68
柳

ハ

奪
フ二

淅

瀟-

洒
ヲ一

柳
は
淅
の
瀟
洒
を
奪
ふ

召

ー

ノ

69
蘭

ハ

憐
ム二

涙

沈-

淪
ヲ一

蘭
は
涙
の
沈
淪
を
憐
れ
む

雲

ー

ノ

70（

）
渓
は
曹
渓
、
禅
宗
六
代
祖
慧
能
を
指
す
。
前
句
の
「
台
」
を
受
け

30

て
、
「
菩
提
本
無
樹
、
明
鏡
亦
非
台
」
の
法
偈
に
基
づ
く
。
こ
こ
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で
「
攘
斥
」
す
る
と
い
う
の
は
、
不
立
文
字
の
主
張
を
指
す
か
。

（

）
蘇
軾
「
三
旬
已
過
黄
梅
雨
、
万
里
初
来
舶
趠
風
」
（
舶
趠
風
、
並

31

引
）
。
微
分
は
わ
ず
か
に
見
分
け
る
。
唐
楊
発
「
漸
映
沙
汀
白
、

微
分
渚
葉
紅
」
（
与
諸
公
池
上
待
月
）。

（

）
潔
白
さ
を
比
べ
る
。
孔
稚
珪
「
北
山
移
文
」
に

「
度
白
雪
以
方

32

潔
、
干
青
雲
而
直
上
」
（
古
文
真
宝
）
と
あ
る
。
「
許
」
は
許
由
、

尭
の
禅
譲
を
嫌
い
潁
水
に
遁
れ
た
。

（

）
商
紂
の
号
は
帝
辛
、
夏
桀
よ
り
残
虐
の
暴
君
だ
と
い
う
。

33
（

）

蛾
と
螓
と
は
女
性
の
美
貌
を
い
う
。
『
詩
経
・
衛
風
』
「
螓
首
蛾

34

眉
、
巧
笑
倩
兮
、
美
目
盼
兮
」
（
碩
人
）。

懶-

鷗

行

吟
レ

澤
ニ

懶
鷗

行
く
ゆ
く
澤
に
吟
ふ

澗

〳
〵

サ
マ
ヨ
フ

さ
ま
よ

71
列-

鵠

日
ニ

朝
レ

宸
ニ

列
鵠

日
び
に
宸
に
朝
す

重

ー

ス

（
３
５
）

72
陵

宋-

風

韓-

雅

陵
は
宋
風
韓
雅

御

ー

ハ

（
３
６
）

73
況

楊-

疵

孟-

醇

況
は
楊
疵
孟
醇

澗

ー

ハ

（
３
７
）

74
茄

ハ

呼
フ二

諸-

子
ノ

長
一

茄
は
諸
子
の
長
と
呼
ぶ

竹

ー

ト

75
槐

ハ

結
フ二

箬-

尊
ノ

姻
ヲ一

槐
は
箬
尊
の
姻
を
結
ぶ

圭

（
３
８
）

76
夢
―

駭
テ

鐘

遮
―

莫

夢
は
駭
き
て
鐘

遮
莫

重

ハ
ア
レ

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

77
勤
―

精
メ

檠

稍
―

親
ム

勤
は
精
く
し
て
檠
稍
や
親
し
む

召

78

円
ハ

書-

生
ノ

蝥-

賊

円
は
書
生
の
蝥
賊

雲

（
３
９
）

79
龍

ハ

跛-

脚
ノ

鱗-

皴

龍
は
跛
脚
の
鱗
皴

竹

（
４
０
）

80（

）
行
列
を
成
す
群
臣
。
官
服
に
鵠
の
模
様
を
あ
し
ら
う
こ
と
か
ら
。

35

劉
克
荘
「
鵠
袍
肯
在
諸
生
列
、
虫
篆
原
非
壮
士
心
」
（
答
赴
補
同

人
）。
類
似
の
詩
境
は
東
第
一

句
に
既
出
。

23

（

）
陵
は
杜
甫
、
宋
之
問
と
韓
愈
の
詩
風
を
兼
ね
る
こ
と
か
。

36
（

）
況
は
荀
況
、
楊
は
楊
雄
、
孟
は
孟
軻
か
。

37
（

）
箬
は
箬
下
、
酒
の
意
、
箬
尊
は
酒
杯
。
一
句
は
槐
の
樹
陰
で
飲
酒

38

す
る
楽
し
み
を
い
う
か
。

（

）
蝥
賊
は
苗
を
食
う
虫
、
及
び
良
民
を
害
す
る
悪
人
。

39
（

）
鱗
の
よ
う
に
皸
割
れ
す
る
こ
と
。

40蕉

耄

紅-

旗

破
ル

蕉
は
耄
し
て
紅
旗
破
る

召

ー

メ

（
４
１
）

81
蘚
―

埋
テ

黄-

絹

泯

蘚
に
埋
れ
て
黄
絹
泯
す

重

ー

ス

（
４
２
）

82
較
レ

涔
ニ

慙
ツ二

智
ノ

浅
ヲ一

涔
に
較
べ
て
智
の
浅
き
を
慙
づ

雲

ヘ
テ

（
４
３
）

83
施

メレ

渥

受
ク二

恩
ノ

均
ヲ一

渥
を
施
し
て
恩
の
均
し
き
を
受
く

圭

ー

ヲ

84
直-
下

冠
レ

猴
ニ

羽

直
下

猴
に
冠
す
る
羽

御

ス
ル

（
４
４
）

85

ス
ル

奇-

謀

羅
レ

雀
ニ

巡

奇
謀

雀
に
羅
す
る
巡

圭

ー

ー

（
４
５
）

86
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乾-

陪

徒
ニ

綴
ルレ

句
ヲ

乾
陪

徒
に
句
を
綴
る

澗

87
謹-
瀆

御-

詞
ノ

綸

謹

瀆

御
詞
の
綸

澗

(

読
カ
）

88
騒-

会

多
ハ

重
ヌレ

盞
ヲ

騒
会

多
く
は
盞
を
重
ぬ

御

89
共

ニ―

欹
ツ

酔-

後
ノ

巾

共
に
欹
つ
酔
後
の
巾

御

90（

）
白
居
易
「
紅
旗
破
賊
非
吾
事
、
黄
紙
除
書
無
我
名
」
（
劉
十
四
同

41

宿
）
。
次
句
の
「
黄
絹
」
も
こ
の
詩
句
に
基
づ
く
連
想
か
。

（

）
黄
絹
は
黄
絹
幼
婦
の
略
で
曹
娥
碑
の
こ
と
、
あ
る
い
は
こ
こ
で
は

42

単
に
苔
に
埋
も
れ
て
い
る
石
碑
を
い
う
。

（

）
牛
涔
、
蹄
涔
、
牛
の
蹄
に
溜
ま
る
雨
水
。
『
淮
南
子
』
「
夫
牛
蹄
之

43

涔
、
不
生
鱣
鮪
」
と
あ
り
、
高
誘
注
に
「
涔
、
雨
水
也
、
満
牛
蹄

迹
中
、
言
其
小
也
」
と
あ
る
。
羅
隠
「
英
雄
已
往
時
難
問
、
苔
蘚

何
知
日
漸
深
。
還
有
市
廛
沽
酒
客
、
雀
喧
鳩
聚
話
蹄
涔
」
（
題
潤

州
妙
善
前
石
羊
）。

（

）
『
史
記
・
項
羽
本
紀
』「
人
或
説
項
王
曰
「
関
中
阻
山
河
四
塞
、
地

44

肥
饒
、
可
都
以
覇
」
。
項
王
見
秦
宮
皆
以
焼
残
破
、
又
心
懐
思
欲

東
帰
、
曰
「
富
貴
不
帰
故
郷
、
如
衣
繍
夜
行
、
誰
知
之
者
」
。
説

者
曰
「
人
言
楚
人
沐
猴
而
冠
耳
、
果
然
」
」。

（

）
『
史
記
・
汲
鄭
列
伝
』「
初
翟
公
為
廷
尉
、
賓
客
闐
門
。
及
廃
、
門

45

外
可
設
雀
羅
」
。

北-

窓
ハ

陶
カ

刹-

界

北
窓
は
陶
が
刹
界

宮

（
４
６
）

91

東-

海
ハ

呂

陽-

浜

東
海
は
呂
が
陽
浜

澗

ー

カ

（
４
７
）

92
民

ハ

布
ク二

蛙-

声
ノ

卜
ヲ一

民
は
蛙
声
の
卜
を
布
く

雲

93
祖

ハ

伝
二

熊-

耳
ノ

眴
ヲ一

祖
は
熊
耳
の
眴
を
伝
ふ

召

（
４
８
）

94
誑

メレ

人
ヲ

舟

隻-

履

人
を
誑
か
し
て
舟
隻
履

竹

（
４
９
）

95
勠
レ

力
ヲ

鼎

千-

鈞

力
を
勠
す
れ
ば
鼎
千
鈞

緒

ス
レ
ハ

（
５
０
）

96
天-

筆

洪

無
レ

難
ミ

天
筆

洪
は
難

み
無
し

御

ー

（
５
１
）
く
る
し

97
舎-

黎-

弗

有
レ

嗔

舎
黎
弗

嗔
り
有
り

澗

98
攙
レ

空
ヲ

形
レ

外
ニ

桂

空
を
攙
く
外
に
形
る
ゝ
桂

重

ツ
ラ
ヌ
ク

ハ
ル
ヽ

つ
ら
ぬ

99
祝
レ

関
ヲ

引
レ

年
ヲ

椿

関
を
祝
す

年
を
引
ぶ
る
椿

ー

ス

ノ
フ
ル

の

100（

）
陶
潜
「
常
言
五
六
月
中
、
北
窓
下
臥
、
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲

46

皇
上
人
」
（
与
子
儼
等
書
）。

（

）
呂
尚
か
、
不
明
。

47
（

）
熊
耳
山
の
定
林
寺
、
達
磨
祖
師
が
最
後
に
伝
法
し
た
場
所
。
眴
は

48

屈
眴
、
木
綿
製
の
布
、
達
磨
か
ら
伝
わ
る
袈
裟
が
こ
の
布
を
使
用

す
る
と
い
う
。

（

）
達
磨
祖
師
の
没
後
、
「
葬
熊
耳
山
、
起
塔
於
定
林
寺
。
後
三
歳
、

49
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魏
宋
雲
奉
使
西
域
回
、
遇
祖
於
葱
嶺
、
見
乎
携
隻
履
、
翩
翩
独
逝
。

雲
問
、
使
何
往
。
祖
曰
、
西
天
去
」
（
景
徳
伝
灯
録
）。
こ
こ
は
舟

を
履
と
喩
え
る
。

（

）
勠
力
、
力
を
尽
く
す
こ
と
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
。

50
（

）
洪
は
葛
洪
か
、
多
く
の
著
述
を
難
無
く
行
っ
た
こ
と
。
ま
た
「
南

51

昌
故
郡
、
洪
都
新
府
」
で
始
ま
る
『
滕
王
閣
序
』
を
指
し
、
王
勃

の
天
賦
の
文
才
を
天
筆
と
い
う
か
。

文
第
十
二

慶
長
十
八
年
五
月
二
十
七
日

清-

朝

無
シレ

不
レ

舜

清
朝

舜
な
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
無
し

ト
云
ヿ

ナ
ラ

1
松

モ―

亦

奏
ス二

南-

薫
ヲ一

松
も
亦
た
南
薫
を
奏
す

齢

（
１
）

2
昔
―

日

為
レ

遺
レ

勃
ヲ

昔
日

勃
を
遺
す
が
た
め
に

メ
ニ

ス
カ

（
２
）

3
英

終
ニ

降
ス二

北-

軍
ヲ一

英
は
終
に
北
軍
を
降
す

勝

ー

（
３
）

4
服

メレ

涼
ヲ

林

袒

袖
ヲ

涼
を
服
し
て
林
は
袖
を
袒
ぐ

節

ヌ
グ

ぬ

5
釣

ルレ

澤
ニ

闕

頒
ツレ

纁
ヲ

澤
に
釣
る
闕
は
纁
を
頒
つ

良

（
４
）

6
渚

ハ

被
二

鷗-

星
ニ

照
サ一

渚
は
鷗
星
に
照
ら
さ
る

宮

7
煙

ハ

令
メム

レ

螺-

甲
ヲ

熏
一

煙
は
螺
甲
を
し
て
熏
せ
し
む
れ

御

二

ー
セ

（
５
）

8

甘
テレ

閑
ヲ

多
ハ

口
レ

谷

閑
を
甘
て
多
く
は
谷
を
口
に
す

召

ニ
ス

ー

ヲ

9
約

メレ

夢
ニ

謾
ニ

妻
レ

棼

夢
に
約
し
て
謾
に
棼
に
妻
と
る

雲

ト
ル

ー

ニ

（
６
）

10（

）
南
風
。
『
孔
子
家
語
』
「
昔
者
舜
弾
五
絃
之
琴
、
造
南
風
之
詩
」
。

1

王
維
「
陌
上
尭
樽
傾
北
斗
、
樓
前
舜
楽
動
南
薫
」
（
大
同
殿
柱
産

玉
芝
龍
池
上
有
慶
雲
神
光
照
殿
有
百
官
共
睹
聖
恩
便
賜
宴
楽
敢
書

即
事
）。

（

）
漢
の
大
尉
周
勃
。
『
史
記
・
高
祖
本
紀
』
「
已
而
呂
后
問
、
陛
下
百

2

歳
後
、
簫
相
国
即
死
、
令
誰
代
之
。
上
曰
、
（
中
略
）
陳
平
智
有

余
、
然
難
以
独
任
、
周
勃
重
厚
少
文
。
然
安
劉
氏
者
必
勃
也
」
。

（

）
北
軍
は
漢
代
都
城
に
駐
屯
す
る
軍
兵
の
う
ち
、
東
北
に
位
置
す
る

3

長
楽
宮
を
護
衛
す
る
も
の
を
北
軍
、
西
南
の
未
央
宮
の
守
備
を
す

る
の
を
南
軍
と
い
う
。
呂
后
の
死
後
、
周
勃
が
北
軍
を
押
さ
え
、

諸
呂
の
乱
を
収
め
た
。『
史
記
・
呂
后
本
紀
』「
太
尉
将
之
入
軍
門
、

行
令
軍
中
曰
、
為
呂
氏
右
襢
、
為
劉
氏
左
襢
。
軍
中
皆
左
襢
、
為

劉
氏
。
太
尉
行
至
。
将
軍
呂
禄
亦
解
上
将
印
去
。
太
尉
遂
将
北
軍
」
。

（

）
纁
は
帝
王
が
賢
者
隠
士
を
招
聘
す
る
際
の
贈
る
織
物
。
こ
こ
は
後

4

漢
の
厳
光
の
場
合
を
い
う
。『
後
漢
書
・
逸
民
伝
』「
厳
光
字
子
陵
、

一
名
遵
、
会
稽
余
姚
人
也
。
少
有
高
名
、
与
光
武
同
遊
学
。
及
光

武
即
位
、
内
変
名
姓
隠
身
不
見
。
帝
思
其
賢
、
乃
令
以
物
色
訪
之
。

後
斉
国
上
言
「
有
一
男
子
披
羊
裘
釣
沢
中
。
」
帝
疑
其
光
、
乃
備

安
車
玄
纁
、
遣
使
聘
之
。
三
反
而
後
至
」
。

（

）
黄
庭
堅
「
百
煉
香
螺
沈
水
、
宝
薫
近
出
江
南
。
一
穟
黄
雲
繞
几
、

5

深
禅
想
対
同
参
」
（
有
恵
江
南
帳
中
香
者
戯
答
六
言
、
其
二
）。
雪
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嶺
「
李
主
帳
中
螺
甲
煙
、
涪
翁
吟
取
有
新
篇
。
宝
薫
自
入
先
生
集
、

一
燧
黄
雲
五
百
年
」
（
翰
林
五
鳳
集
「
読
山
谷
帳
中
香
」
）
。

（

）
淳
于
棼
、
唐
代
伝
記
「
南
柯
太
守
伝
」
の
主
人
公
、
夢
の
中
で
槐

6

安
国
公
主
を
娶
っ
た
。
『
太
平
広
記
』
に
記
さ
れ
、
『
佩
文
韻
府
』

淳
于
棼
項
な
ど
に
も
み
え
る
。
雪
叟
紹
立
「
暫
愛
古
槐
情
不
他
、

緑
陰
深
処
夕
陽
多
。
暮
鐘
緩
打
西
樓
下
、
若
有
于
棼
如
夢
何
」（
雪

叟
詩
集
）。

槐-

舞

随
テレ

風
ニ

娜

槐
舞

風
に
随
ひ
て
娜
や
か
な
り

重

タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ

た
を

11
栗-

留

先
ツ
テ

レ

臘
ニ

聞
ク

栗
留

臘
に
先
つ
て
聞
く

竹

12
雪

融

疑
フ二

玉
ノ

鑠

雪
融
し
て
玉
の
鑠
ゆ
る
か
と
疑
ふ

賡

ー

メ

キ
ユ
ル
カ
ト

き

13
雨
―

細

訝
二

糸
ノ

紛

雨
細
に
し
て
糸
の
紛
る
ゝ
か
と
訝
る

緒

ー
ニ
メ

カ
ル

ル
カ
ト

14
怨-

種

種
ルレ

蕉
ヲ

素

怨
種

蕉
を
種
う
る
素

勝

ー

15
志-

占

占
レ

筮
ヲ

文

志
占

筮
を
占
ふ
文

齢

ナ
フ

16
雕-

籠
ハ

鷴
ノ

麦-

里

彫
籠
は
鷴
の
麦
里

良

（
７
）

17
生-

書

雁
ノ

湘-

雲

生
書

雁
の
湘
雲

節

18
漁-

暇

嘯-

歌
ス

水
ニ一

漁
暇

水
に
嘯
歌
す

御

二

19

吾

伊

舒-

巻
ス

墳
ヲ一

吾
伊

墳
に
舒
巻
す

宮

二

（
８
）

20（

）
白
鷴
。
元
稹
「
有
鳥
有
鳥
謂
白
鷴
、
雪
毛
皓
白
紅
嘴
殷
。
貴
人
妾

7

婦
愛
光
彩
、
行
提
坐
臂
怡
朱
顔
。
妖
姫
謝
寵
辞
金
屋
、
彫
籠
又
伴

新
人
宿
。
無
心
為
主
擬
銜
花
、
空
長
白
毛
映
紅
肉
」
（
有
鳥
二
十

章
、
第
十
三
）。

（

）
読
書
の
声
。
黄
庭
堅
「
南
窓
読
書
声
吾
伊
、
北
窓
見
月
歌
竹
枝
」

8

（
考
試
局
与
孫
元
忠
博
士
竹
間
対
窓
夜
聞
元
忠
誦
書
声
調
悲
壮
戯

作
竹
枝
歌
三
章
和
之
、
其
一
）
。
墳
は
墳
籍
、
古
代
典
籍
の
こ
と

か
。

灯-

花

春

幾
―

度
ソ

灯
花

春
は
幾
度
ぞ

雲

21
昏-

見

路

難
シレ

分
チ

昏
見

路
は
分
か
ち
難
し

召

（
９
）

22
蛬

ハ

草-

間
ノ

翁-

仲

蛬
は
草
間
の
翁
仲

竹

（
１
０
）

23
鶴

ハ

桃-

源
ノ

隠-

君

鶴
は
桃
源
の
隠
君

賡

24
雹
―

飛
テ

碁

忘
レ

夏
ヲ

雹
飛
び
て
碁
夏
を
忘
す

齢

ー

ス

25
郷

杳

杖

還
ルレ

曛
ニ

郷
杳
か
に
し
て
杖
曛
に
還
る

御

ー

カ
ニ
メ

26
鐘-
歩

没
ス二

蹤-

跡
ヲ一

鐘
歩

蹤
跡
を
没
す

節

（
１
１
）

27
壁-

談

絶
ス二

気-
氛

ヲ一

壁
談

気
氛
を
絶
や
す

勝

（
１
２
）

28
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茶-

甌

雷

駭
スレ

睡
ヲ

茶
甌

雷
は
睡
を
駭
す

宮

（
１
３
）

29
藜-
焰

閣

精
シレ

勤
ル
ニ

藜
焰

閣
は
勤
む
る
に
精
し

雲

（
１
４
）

30（

）
夕
暮
時
に
見
る
こ
と
。
漢
詩
に
は
用
例
が
少
な
く
、『
古
文
真
宝
』

9

宋
之
問
「
明
河
篇
」
に
「
昏
見
南
樓
清
且
浅
、
暁
落
西
山
縦
復
横
」

と
み
え
る
。

（

）
『
魏
書
・
明
帝
紀
』
景
初
元
年
の
記
述
に
『
魏
略
』
は
「
大
発
銅

10

鋳
作
銅
人
二
号
曰
翁
仲
、
列
坐
於
司
馬
門
外
」
と
注
す
。
後
に
陵

墓
の
前
に
立
て
ら
れ
る
石
像
を
い
う
。
陸
遊
「
凄
涼
漢
陵
廟
、
衰

草
臥
翁
仲
」
（
謁
漢
昭
烈
恵
陵
及
諸
葛
公
祠
宇
）
は
典
型
的
な
用

例
で
、
ま
た
柳
宗
元
「
伏
波
故
道
風
煙
在
、
翁
仲
遺
墟
草
樹
平
」

（
衡
陽
与
夢
得
分
路
贈
別
）
の
よ
う
に
翁
仲
は
草
む
ら
に
埋
も
れ

る
情
景
が
描
か
れ
る
。
黄
庭
堅
「
往
者
不
可
言
、
古
柏
守
翁
仲
」

（
次
韻
呉
宣
義
三
径
懐
友
）
も
あ
る
。

（

）
鐘
歩
は
不
明
、
鐘
の
響
を
聞
き
な
が
ら
歩
む
こ
と
か
。

11
（

）
香
気
氛
氳
の
意
か
。
「
荘
厳
其
地
焼
衆
妙
香
、
香
気
氛
氳
」
（
華
厳

12

経
）
。「
壁
談
」
は
用
例
が
未
見
、
壁
に
向
か
い
禅
を
説
く
こ
と
か
。

（

）
茶
が
煮
立
つ
音
で
眠
気
を
覚
ま
す
こ
と
。
黄
庭
堅
「
官
饔
同
盤
厭

13

腥
膩
、
茶
甌
破
睡
秋
堂
空
」
（
戯
答
陳
元
輿
）。

（

）
青
藜
杖
の
火
焰
、
劉
向
が
天
禄
閣
で
古
書
を
校
録
す
る
際
に
仙
人

14

に
会
っ
た
故
事
。
斉
第
八

句
に
既
出
。

34

詩
ハ

富
ス二

意-

中
ノ

景
一

詩
は
意
中
の
景
に
富
す

賡

ー

ニ

31

祝
ハ

伸
ス二

寿-

万
ノ

圻
ヲ一

祝
は
寿
万
の
圻
を
伸
ば
す

竹

（
１
５
）

32
駕

メレ

空
ニ

仙

挿
ムレ

翼
ヲ

空
に
駕
し
て
仙
は
翼
を
挿
む

節

33
忍

テレ

凍
ヲ

士

生
スレ

皸
ヲ

凍
を
忍
び
て
士
は
皸
を
生
ず

良

（
１
６
）

34
嵐-

靄

湿
ス二

樵-

笛
ヲ一

嵐
靄

樵
笛
を
湿
す

御

35
江-

波

織
ル二

簟-

紋
ヲ一

江
波

簟
紋
を
織
る

宮

36
洗

テレ

炎
ヲ

窓

洗
レ

竹
ヲ

炎
を
洗
ひ
て
窓
は
竹
を
洗
す

召

ス
カ
ス

（
１
７
）

37
観

テレ

色
ヲ

夕

観
レ

槿
ヲ

色
を
観
て
夕
は
槿
を
観
ず

御

ー

ス

38
鷓

ハ

再
ヒ

越-

声
ノ

舃

鷓
は
再
び
越
声
の
舃

雲

ー

（
１
８
）

せ
き

39
鴟

ハ

沈
ム

呉-

思
ノ

員

鴟
は
沈
む
呉
思
の
員

齢

ー

（
１
９
）

40（

）
寿
命
の
万
年
に
及
ぶ
ほ
ど
長
ら
え
る
こ
と
。
『
儀
礼
・
士
冠
礼
』

15

に
成
人
を
言
祝
ぐ
祝
詞
と
し
て
「
眉
寿
万
年
、
永
受
胡
福
」
と
記

さ
れ
る
。「
眉
寿
」
は
『
詩
経
・
豳
風
』「
為
此
春
酒
、
以
介
眉
寿
」

に
み
え
る
。

（

）
前
句
の
仙
人
に
対
し
て
、
生
活
苦
に
強
い
ら
れ
る
士
人
を
詠
む
。

16

陸
遊
「
手
皸
若
亀
兆
、
面
槁
無
人
色
。
士
窮
自
其
分
、
所
幸
全
大

節
」
（
書
逆
旅
壁
）。

（

）
竹
の
小
枝
を
削
り
落
と
す
こ
と
。
陸
遊
「
雨
潤
北
窓
看
洗
竹
、
霜

17
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清
南
陌
課
剥
桑
」
（
示
児
子
）
、
白
居
易
「
晴
教
晒
薬
泥
茶
灶
、
閑

看
科
松
洗
竹
林
」
（
偶
吟
二
首
、
其
二
）
な
ど
。

（

）
戦
国
時
代
越
の
人
荘
舄
が
病
中
に
故
郷
の
越
を
思
い
、
越
の
発
音

18

を
口
に
す
る
と
い
う
。
『
史
記
・
張
儀
列
伝
』
「
越
人
荘
舄
仕
楚
執

圭
、
有
頃
而
病
（
中
略
）
、
凡
人
之
思
故
、
在
其
病
也
。
彼
思
越

則
越
声
、
不
思
越
則
楚
声
」
。
蘇
轍
「
病
憶
故
郷
同
越
舄
、
性
安

田
野
似
裨
諶
」
（
次
韻
王
巩
廷
評
招
飲
）。
ま
た
蘇
軾
「
珍
禽
声
好

猶
思
越
、
野
橘
香
清
未
過
淮
」（
泗
州
南
山
監
倉
蕭
淵
東
軒
二
首
、

其
二
）
も
意
識
さ
れ
た
か
。

（

）
前
句
に
あ
る
越
の
舄
に
対
し
て
、
呉
の
員
す
な
わ
ち
伍
子
胥
の
こ

19

と
。
『
史
記
・
伍
子
胥
列
伝
』
「
呉
王
聞
之
大
怒
、
乃
取
子
胥
尸
盛

以
鴟
夷
革
、
浮
之
江
中
」
。

破-

蓑

訛
ルレ

抉
レ

眼
ヲ

破
蓑

眼
を
抉
る
か
と
訛
る

竹

ク
シ
ル
カ
ト

（
２
０
）

41
健-

筆

得
レ

分
レ

筋
ヲ

健
筆

筋
を
分
か
つ
こ
と
を
得
た
り

節

タ
リ

ツ
ヿ
ヲ

42
池
―

涸
テ

荷

條
―

紊
ル

池
涸
れ
て
荷
條
紊
る

良

ヲ
チ
〳
〵

を
ち
を
ち

43
霜

微

楓

半

醺

霜
微
に
し
て
楓
半
ば
醺
す

御

ー
ニ
メ

ー

ー

ス

44
自

ラ―

珍

摛
ルレ

錦
ヲ

軾

自
ら
珍
な
り
と
す

錦
を
摛
る
軾

勝

ナ
リ
ト
ス

ー

の
ぶ
（
２
１
）

45
独
―

潔

捨
レ

財
ヲ

蘊

独
り
潔
し

財
を
捨
つ
る
蘊

賡

シ

ツ
ル

ー

（
２
２
）

46
百-

詠

選
フ二

梅-

仏
ヲ一

百
詠

梅
仏
を
選
ぶ

雲

（
２
３
）

47

大-

賢

比
ス二

柏-

群
ニ一

大
賢

柏
群
に
比
す

節

48
厳
―

乎

周

在
レ

魯
ニ

厳
な
る
か
な

周
は
魯
に
在
り

御

ナ
ル
カ
ナ

（
２
４
）

49
是

孰
レ

蜀

同
レ

閩
ニ

是
孰
れ
蜀
は
閩
に
同
じ

竹

ー

ハ

シ

（
２
５
）

50（

）
目
を
抉
る
と
は
、
伍
子
胥
が
呉
王
に
自
害
を
迫
ら
れ
、
「
抉
吾
眼

20

懸
呉
東
門
之
上
、
以
観
越
寇
之
入
滅
呉
也
」
（
史
記
・
伍
子
胥
列

伝
）
と
述
べ
た
こ
と
を
指
す
。

（

）
錦
繍
を
陳
べ
広
げ
る
こ
と
。
班
固

「
若
摛
錦
布
繍
、
燭
耀
乎
其

21

陂
」
（
西
都
賦
）
、
蘇
軾
に
「
雲
山
摛
錦
、
朝
露
授
授
」
（
沁
園
春

・
赴
密
州
早
行
馬
上
寄
子
由
）
の
句
が
あ
る
。

（

）
曹
希
蘊
、
北
宋
の
尼
僧
、
蘇
軾
に
詩
を
評
価
さ
れ
る

（
東
坡
題

22

跋
）。

（

）
梅
の
花
。
雪
叟
紹
立
の
『
雪
叟
詩
集
』
に
「
梅
花
仏
」
と
題
し
て

23

「
雪
中
梅
花
独
尊
仏
、
香
風
吹
起
尽
都
盧
」
と
詠
む
。
ま
た
「
梅

仏
出
興
劫
外
春
、
乾
坤
枝
上
現
金
身
」
も
。
百
詠
は
方
蒙
仲
の
「
和

劉
後
村
梅
花
百
詠
」
を
指
す
か
。
な
お
後
村
は
劉
克
荘
の
号
。

（

）
『
左
伝
・
閔
公
元
年
』
「
魯
不
棄
周
礼
、
未
可
動
也
」
。

24
（

）
蜀
と
閩
は
気
候
ま
た
習
俗
が
似
る
こ
と
か
。
劉
克
荘
「
朝
回
暖
律

25

変
厳
冬
、
応
念
閩
風
与
蜀
同
」（
次
韻
庾
使
左
使
中
書
行
部
二
首
、

其
一
）
。
ま
た
『
補
注
杜
詩
』
巻
九
「
閬
水
歌
」
に
つ
い
て
補
註

者
黄
鶴
は
「
蓋
閩
蜀
同
風
」
と
記
す
。
宋
人
の
認
識
か
。

宦-

道

経
ニ

危-
桟

ヲ一

宦
道

危
桟
を
経

宮

51
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旅-

程

隔
ツ二

旧-

枌
ヲ一

旅
程

旧
枌
を
隔
つ

節

（
２
６
）

52
枕

ハ

於
二

鵑-

外
一

蝶

枕
は
鵑
外
よ
り
蝶

齢

ヨ
リ

53
梖

ハ

就
テ二

鷲-
頭

ニ一

蚊

梖
は
鷲
頭
に
就
き
て
蚊

賡

54
布

テレ

髪
ヲ

掩
ハレ

泥

柳

髪
を
布
き
て
泥
を
掩
ふ
は
柳

良

し

（
２
７
）

55
纂
レ

言
ヲ

釣
ハレ

深
ヲ

芸

言
を
纂
む
る
に
深
き
を
釣
る
は
芸

雲

ム
ル
ニ

（
２
８
）

56
破-

旬

排
レ

老
ヲ

愈

破
旬

老
を
排
す
る
愈

節

ー
ス
ル

（
２
９
）

57
虚-

漢

遇
レ

雲

賁

虚
漢

雲
に
遇
ふ
賁

雲

ー

ニ

ー

（
３
０
）

58
勇-

者

横
フレ

戈
ヲ

蟹

勇
者

戈
を
横
ふ
蟹

御

59
杜-

多

蔵
スレ

甕
ニ

豶

杜
多

甕
に
蔵
す
豶

齢

（
３
１
）

60（

）
高
祖
劉
邦
の
出
身
地
豊
邑
「
枌
楡
社
」
か
ら
故
郷
の
意
、

「
枌

26

楡
」「
郷
枌
」
の
用
例
が
多
い
。『
史
記
・
封
禅
書
』「
高
祖
初
起
、

禱
豊
枌
楡
社
」
。
蘇
軾
「
問
君
何
時
返
郷
枌
、
収
拾
散
亡
理
放
紛
」

（
子
由
生
日
以
檀
香
観
音
像
及
新
合
印
香
銀
篆
槃
為
寿
）。

（

）
仏
教
故
事
。
「
見
然
灯
仏
散
五
莖
花
、
布
髪
掩
泥
聞
無
上
法
」
（
大

27

般
若
波
羅
蜜
多
経
）
。
「
世
尊
因
地
布
髪
掩
泥
、
献
花
於
然
灯
仏
」

（
虚
堂
録
犂
耕
）
。
唐
貫
休
「
代
天
理
物
映
千
古
、
布
髪
掩
泥
非

一
朝
」
（
送
盧
舎
人
三
首
、
其
三
）
に
も
見
え
る
。

（

）
芸
は
「
草
也
」
（
聚
分
韻
略
）
、
こ
こ
は
「
芸
編
」
す
な
わ
ち
書
籍

28

の
意
か
。

（

）
破
旬
は
波
旬
に
同
じ
か
。
天
魔
波
旬
、
修
行
を
邪
魔
す
る
。
韓
愈

29

が
仏
法
と
道
教
を
排
斥
し
た
。

（

）
虚
漢
は
掠
虚
漢
の
略
か
、
虚
名
を
盗
む
者
。
ま
た
高
い
天
の
川
を

30

指
す
可
能
性
も
あ
る
。
「
虚
漢
清
月
上
、
山
空
無
四
隣
」
（
石
門
文

字
禅
）。
賁
は
人
名
、
孟
賁
、
戦
国
時
代
の
勇
士
。

（

）
杜
多
、
頭
陀
。
こ
こ
は
托
鉢
し
て
修
行
す
る
僧
か
。

31宿-

胸

天

幾
カ―

大
ナ
ル

宿
胸

天
は
幾
ば
く
か
大
な
る

竹

（
３
２
）

61
沙-

戯

座

交
―

欣

沙
戯

座
は
交
ご
も
欣
ぶ

宮

サ

〳
〵

（
３
３
）

62
九-

径

楊

欺
レ

亮

九
径

楊
は
亮
を
欺
く

雲

ー

ー

ヲ

（
３
４
）

63
十-

年

葛

擬
レ

殷

十
年

葛
は
殷
に
擬
す

勝

ー

ー

ス

ー

ニ

（
３
５
）

64
那-

僧
ソ

蛙

咄-

咄

那
僧

蛙
は
咄
咄

節

（
３
６
）

65
些-

子

狒

誾-

誾

些
子

狒
は
誾
誾

竹

66
泉-
曲

純-

如

也

泉
曲

純
如
た
り

御

タ
リ

67
午-

眠

郷

去

云
フ

午
眠

郷
を
去
ら
ん
と
云
ふ

良

ー

ン
ト

68
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葉
ハ

蒼-

黄

反-

復

葉
は
蒼
黄
の
反
復

賡

69
葩

ハ

紫-

白

奇-

芬

葩
は
紫
白
の
奇
芬

竹

（
３
７
）

70（

）
李
賀
の
「
二
十
八
宿
羅
心
胸
、
元
精
炯
炯
貫
当
中
」
（
古
文
真
宝

32

「
高
軒
過
」
）
か
ら
か
、
韓
愈
の
文
章
の
優
れ
た
こ
と
を
譬
え
る
。

王
安
石
「
君
今
幸
未
成
老
翁
、
二
十
八
宿
羅
心
胸
」
（
送
呉
顕
道

南
帰
）
な
ど
、
宋
詩
に
も
引
用
さ
れ
る
。

（

）
沙
戯
は
「
さ
け
（
酒
）」
の
当
て
字
か
。

33
（

）
陶
淵
明
は
字
が
元
亮
、
「
九
径
」
は
陶
淵
明
の
「
三
径
就
荒
」
（
帰

34

去
来
辞
）
を
踏
ま
え
、「
楊
」
は
家
宅
前
の
柳
を
意
識
し
た
も
の
。

（

）
殷
浩
、
東
晋
の
名
臣
、
十
年
間
隠
居
し
、
そ
の
才
識
は
管
仲
や
諸

35

葛
亮
と
並
び
称
さ
れ
た
。
こ
こ
は
『
晋
書
・
殷
浩
列
伝
』
「
並
称

疾
不
起
、
遂
屏
居
墓
所
、
幾
将
十
年
。
于
時
擬
之
管
葛
」
を
踏
ま

え
る
。

（

）
殷
浩
が
免
職
さ
れ
て
虚
空
に
「
咄
咄
怪
事
」
と
ば
か
り
描
い
て
い

36

た
こ
と
。『
晋
書
』
の
他
に
『
世
説
新
語
・
黜
免
』
に
も
み
え
る
。

（

）
韓
愈
「
東
野
動
驚
俗
、
天
葩
吐
奇
芬
」
（
古
文
真
宝
「
酔
贈
張
秘

37

書
」
）。

入
テ

賀

龍-

樓
ノ

燕

入
り
て
賀
す

龍
樓
の
燕

勝

ー

ス

71
于

テ―

佃

牧-

野
ノ

麇

于
き
て
佃
り
す

牧
野
の
麇

節

リ
ス

ゆ

（
３
８
）

72
禍-

機

残
レ

義
ヲ

紂

禍
機

義
を
残
な
ふ
紂

竹

ナ
フ

ー

そ
こ

73

乙-

第

置
クレ

科
ヲ

蕡

乙
第

科
を
置
く
蕡

御

ー

（
３
９
）

74
杏

発

巷

何-

陋
ラ
ン

杏
発
け
て
巷
何
ぞ
陋
な
ら
ん

宮

ー

ケ
テ

（
４
０
）

75
莱

荒

火

以-

耘
ル

莱
荒
れ
て
火
以
て
耘
る

雲

ー

レ
テ

76
営

ムレ

巣
ヲ

孳
―

尾

鳥

巣
を
営
む

孳
尾
鳥

節

コ
ヲ
モ
ヒ
シ
ツ
ル
ミ
ス
ル

77
和
レ

暖
ニ

頡
―

頏

仙

暖
に
和
す

頡
頏
仙

竹

ー
ス

ト
ヒ
ノ
ホ
リ
ト
ヒ
ク
タ
ル

78
暑

ハ

伴
テ二

此-

君
ニ一

避
ク

暑
は
此
の
君
に
伴
は
れ
て
避
く

齢

79
夜

ハ

聴
テ二

阿-

母
ヲ一

慬
ム

夜
は
阿
母
を
聴
き
て
慬
む

賡

80（

）
佃
は
「
か
り
」
、
畋
に
同
じ
。
牧
野
は
周
武
王
が
紂
王
を
倒
す
決

38

戦
の
地
。
策
彦
周
良
「
西
伯
于
畋
渭
水
清
、
帝
師
載
去
車
轟
」（
文

王
載
帰
太
公
図
）
。

（

）
唐
の
劉
蕡
。
「
宝
暦
二
年
進
士
擢
第
…
言
及
世
物
慨
然
有
澄
清
之

39

志
…
文
宗
即
位
、
恭
倹
求
理
、
大
和
二
年
策
試
賢
良
曰
…
時
登
科

者
二
十
二
人
、
而
中
官
当
途
、
考
官
不
敢
留
蕡
在
籍
中
」
（
旧
唐

書
）。
当
時
賢
良
方
正
は
乙
第
（
乙
科
）
、
劉
蕡
の
献
策
が
憚
れ
て

登
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

（

）
陋
巷
は
簡
素
で
貧
苦
な
巷
や
家
屋
。
前
句
の
「
第
」
が
住
居
、

40

「
蕡
」
が
草
が
茂
る
（
聚
分
韻
略
「
草
木
多
実
貌
」
）
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
は
杏
花
に
よ
っ
て
陋
巷
も
華
や
ぐ
と
い
う
。
ま
た
杏
は

進
士
及
第
を
祝
う
「
杏
園
賜
宴
」
の
連
想
。
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舎
―

諸

図
レ

陸
扇

舎
諸

陸
を
図
す
る
扇

良

メ
ヤ

ス
ル

ー

ヲ

す
て
ん
や
（
４
１
）

81
足
―

矣

賜
フレ

陵

衣

足
矣

陵
に
賜
ふ
衣

雲

ナ
ン

ー

ニ

（
４
２
）

82
吟-

境

任
ス二

驢
ノ

蹇
一

吟
境

驢
の
蹇
た
る
に
任
す

節

タ
ル
ニ

（
４
３
）

83
平-

居

俲
フ二

蟄

墐
一

平
居

蟄
の
墐
る
に
俲
ふ

ー

ノ
ヌ
ル
ニ

（
４
４
）

84
彫
二

吾
―

墻
ニ一

緑-

蘚

吾
墻
に
彫
る
は
緑
蘚

雲

ル
ハ

85
薦
二

鬼
ノ

廟
ニ一

香-

芹

鬼
の
廟
に
薦
る
は
香
芹

召

ル
ハ

す
す
む

86
簷-

滴

緪
レ

絃
ヲ

瑟

簷
滴

絃
を
緪
る
瑟

御

ハ
ル

は

87
堊-

墁

懐
レ

質

斤

堊
墁

質
を
懐
く
斤

良

ー

ヲ

（
４
５
）

88
網-

羅

蛛

攉
レ

巧
ヲ

網
羅

蜘
は
巧
を
攉
す

賡

ホ
ト
コ
ス

ほ
ど
こ

89
九-

案

兎

由
レ

勲

九
案

兎
は
勲
を
由
ふ

竹

モ
チ
フ

ー

ヲ

（
几
カ
）

90（

）
『
論
語
・
雍
也
』
「
犂
牛
之
子
、
騂
且
角
、
雖
欲
勿
用
、
山
川
其
舎

41

諸
」
と
あ
る
。

（

）
杜
少
陵
こ
と
杜
甫
、
「
宮
衣
亦
有
名
、
端
午
被
恩
栄
」
（
端
午
日
賜

42

衣
）
。

（

）
孟
浩
然
が
驢
馬
に
乗
っ
て
雪
に
降
ら
れ
な
が
ら
梅
を
探
し
詩
興
を

43

求
め
た
。
黄
庭
堅
「
不
似
灞
橋
風
雪
中
、
半
臂
騎
驢
得
佳
句
」（
奉

和
慎
思
寺
丞
太
康
伝
舎
相
逢
並
寄
扶
溝
程
太
丞
尉
氏
孫
著
作
二
十

韻
）
な
ど
、
宋
詩
に
類
例
多
く
、
五
山
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
。

（

）
戸
や
窓
の
隙
間
を
塗
り
塞
ぐ
。
『
詩
経
・
豳
風
』
「
穹
窒
薫
鼠
、
塞

44

向
墐
戸
」
。

（

）
「
堊
慢
」
か
、
堊
で
塗
る
こ
と
。
『
荘
子
・
徐
無
鬼
』
「
郢
人
堊
慢

45

其
鼻
端
如
蝿
翼
、
使
匠
石
斲
之
、
匠
石
運
斤
成
風
、
聴
而
斲
之
、

尽
堊
而
鼻
不
傷
、
郢
人
立
不
失
容
…
雖
然
、
臣
之
質
死
久
矣
」
。

塗
装
さ
れ
た
堊
を
削
り
落
と
す
能
力
を
備
え
持
っ
て
い
る
と
い

う
。

輸
クレ

露
ニ

雖
モ二

全-

趙
ト一

露
に
輸
く
全
趙
と
雖
も

御

91
截

テレ

流
ヲ

渉
ル二

彼
ノ

汾
一

流
れ
を
截
り
て
彼
の
汾
を
渉
る

勝

ー

ヲ

（
４
６
）

92
淵-

明

魚

可
メレ

筭

淵
明
に
し
て
魚
は
筭
ふ
べ
し

宮

ニ
メ

ヘ
ツ

（
４
７
）

93
壁

赤
メ

鷁

茲
ニ―

焚
ク

壁
赤
く
し
て
鷁
は
茲
に
焚
く

良

94
便
レ

静

先
ツ

栽
レ

菊
ヲ

静
に
便
り
し
て
先
づ
菊
を
栽
う

齢

リ
メ

ー

ニ

95
犯

メレ

遮

已
ニ

食
レ

葷
ヲ

遮
を
犯
し
て
已
に
葷
を
食
ふ

賡

ー

ヲ

（
４
８
）

96
斗-
膽

称
レ

最
ト

径

斗
膽

最
と
称
す
る
径

竹

ー
ス
ル

ー

（
４
９
）

97
栖-

老

欲
レ

衰

閩

栖
み
老
あ
ら
ず

衰
へ
ん
と
欲
す
る
閩

雲

ア
ラ
ス

ス
ル

ン
ト

ー

（
５
０
）

98
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終
テレ

酉
ヲ

収
ム二

金-

鑰
ヲ一

酉
を
終
へ
て
金
鑰
を
収
む

召

（
５
１
）

99
粧

テレ

晨
ニ

著
二

繍-

裙
ヲ一

晨
に
粧
ひ
て
繍
裙
を
著
す

節

100（

）
前
句
の
趙
か
ら
汾
水
を
連
想
。
周
伯
琦
「
戦
国
東
西
分
晋
趙
、
中

46

原
南
北
帯
汾
河
」
（
過
太
行
山
）。
截
流
は
河
を
横
切
る
こ
と
。
孟

浩
然
「
截
流
寧
借
楫
、
掛
席
自
生
風
」
（
和
李
侍
御
渡
松
滋
江
）。

汾
水
を
渡
る
こ
と
は
例
え
ば
蘇
頲
「
北
風
吹
白
雲
、
万
里
渡
河
汾
」

（
汾
上
驚
秋
）
が
著
名
。

（

）
底
本
の
訓
点
は
難
読
。
こ
こ
で
は
「
か
ぞ
ふ
べ
し
」
と
読
み
、
魚

47

の
姿
が
明
確
に
み
え
る
こ
と
と
取
る
。

（

）
仏
語
。
遮
は
阻
止
す
る
こ
と
、
犯
は
戒
律
を
犯
す
こ
と
。
開
遮
持

48

犯
。

（

）
不
明
、
後
考
を
待
つ
。

49
（

）
不
明
、
後
考
を
待
つ
。

50
（

）
鍵
。
夕
暮
れ
（
酉
）
時
分
に
鍵
を
収
め
る
こ
と
。

51
元
第
十
三

慶
長
十
六
年
十
一
月
十
三
日

梅
ハ

不
レ

于
二

春-

事
ニ一

梅
は
春
事
に
あ
ら
ず

カ
ラ(

ア
ラ
カ)

1
冬
―

華

是

聖-

恩

冬
華
く
は
是
れ
聖
恩

寿
洪

ク
ハ

は
な
さ

2
松

ハ

雖
レ

経
ト二

雪-

苦
ヲ一

松
は
雪
苦
を
経
と
雖
も

3

陰

緑

好
シ

孤
リ

存

陰
緑
に
し
て
孤
り
存
す
る
に
好
し

義
超

ー

ニ
メ

ー
ス
ル
ニ

4
方

フレ

潔

鷗-

前
ノ

鷺

潔
を
方
ぶ

鷗
前
の
鷺

竹

ー

ヲ

（
１
）

く
ら

5
遅
―

明

鵠-

立

鵷

遅
明

鵠
立
す
る
鵷

圭

ヲ
ヒ

ス
ル

（
２
）

6
鐘

ハ

従
二

風
―

瘦
テ一

遠
シ

鐘
は
風
瘦
て
よ
り
遠
し

良

（
３
）

7
枕

ハ

奈
ン二

市-

声
ノ

喧
ヲ一

枕
は
市
声
の
喧
を
奈
ん

御

8
片-

霎

柳

軽
―

裊
ム

片
霎

柳
は
軽
く
裊
む

雲

（
４
）

9
幽-

蹊

草

甚
―

蕃
シ

幽
蹊

草
は
甚
だ
蕃
し

節

10（

）
潔
さ
を
比
ぶ
。
「
蕭
灑
出
塵
之
想
。
度
白
雪
以
方
潔
」
（
古
文
真
宝

1

・
北
山
遺
文
）。

（

）
底
本
の
訓
点
は
難
読
。
遅
明
は
黎
明
、
張
九
齢
「
遅
明
申
藻
薦
、

2

先
夕
旅
岩
扉
」
（
洪
州
西
山
祈
雨
是
日
輒
応
因
賦
詩
言
事
）。
ま
た

鵠
立
は
直
立
す
る
こ
と
。
蘇
軾
「
侍
臣
鵠
立
通
明
殿
、
一
朶
紅
雲

捧
玉
皇
」
（
上
元
侍
飲
樓
上
三
首
呈
同
列
、
其
一
）。

（

）
風
が
瘦
せ
る
表
現
は
珍
し
く
、
宋
詩
に
白
玉
蟾
「
雨
肥
碧
澗
落
花

3

水
、
風
瘦
青
松
啼
鳥
枝
」
（
首
夏
）
が
見
え
る
程
度
か
。

（

）
中
国
漢
詩
ま
た
五
山
の
漢
詩
に
用
例
が
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
ず
、

4

宋
元
口
語
か
。
一
方
、
『
城
西
聯
句
』
に
「
片
霎
漏
巵
楚
、
深
秋

落
木
瀟
」
、
「
片
霎
堦
蛩
咽
、
微
颸
檐
馬
鳴
」
と
複
数
も
み
え
、
ま
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た
和
漢
聯
句
で
も
例
え
ば
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
和
漢
千
句
第

四
百
韻
に
「

暫
焉
栄
片
霎
（
江
心
）
、

遙
者
望
前
巒
（
蒼
）」

91

92

と
あ
る
。
特
定
の
作
者
に
よ
っ
て
聯
句
か
ら
和
漢
聯
句
へ
、
ま
た

本
作
に
も
倣
わ
れ
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

倦
テレ

行
ニ

忘
レ

就
レ

熟
ニ

行
く
に
倦
み
て
熟
に
就
く
こ
と
を
忘
す

澗

ー

ス

ヿ
ヲ

11
安

メレ

睡
ヲ

耐
レ

締
ニレ

婚
ヲ

睡
を
安
ん
じ
て
婚
を
締
る
に
耐
へ
た
り

重

タ
リ

（
５
）

12
築

テレ

壌
ヲ

蟻

卑
レ

泰

壌
を
築
き
て
蟻
は
泰
を
卑
し
と
す

超

シ
ト
ス

ー

ヲ

（
６
）

13
望

テレ

塵

蠅

附
クレ

宛

塵
を
望
み
て
蠅
は
宛
に
附
く

洪

ア
ト
ヲ

ー

ニ

（
７
）

14
樓

ハ

鍾
ム二

千-

里
ノ

勝
一

樓
は
千
里
の
勝
を
鍾
む

圭

ー

ヲ

あ
つ

15
炉

ハ

帯
フ二

一-

陽
ノ

暄
一

炉
は
一
陽
の
暄
を
帯
ぶ

竹

ー

ヲ

16
紅-

会

莫
二

花
ニ

若
一

紅
会

花
に
若
く
は
な
し

御

ナ
シ

シ
ク
ハ

（
８
）

17
白-

間

任
二

葉
ノ

翻
一

白
間

葉
の
翻
る
に
任
す

良

ル
ニ

（
９
）

18
長-

廊

僧

歩
レ

月
ニ

長
廊

僧
は
月
に
歩
す

節

ー

ス

19
奇-

夜

客

敲
クレ

門
ヲ

奇
夜

客
は
門
を
敲
く

雲

20（

）
『
世
説
新
語
』
に
み
え
る
故
事
「
東
床
坦
腹
」
。
太
傅
郗
鍳
が
娘
婿

5

を
人
選
す
る
と
こ
ろ
、
王
羲
之
が
腹
を
露
わ
に
し
て
床
に
横
た
わ

り
動
じ
な
か
っ
た
の
で
、
闊
達
な
人
物
だ
と
見
極
め
ら
れ
た
。

（

）
前
句
の
睡
眠
か
ら
蟻
の
築
城
に
転
じ
た
の
は
「
南
柯
一
夢
」
に
基

6

づ
く
。
「
有
大
穴
、
根
洞
然
明
朗
、
可
容
一
榻
、
上
有
積
土
壌
以

為
城
郭
台
殿
之
状
、
有
蟻
数
斛
隠
聚
其
中
」
（
太
平
広
記
・
昆
虫

・
淳
于
棼
）。
こ
の
故
事
は
真
第
十
一

句
に
既
出
。

76

（

）
蠅
が
「
宛
に
附
く
」
は
「
附
驥
尾
而
行
益
顕
」
（
史
記
・
伯
夷
列

7

伝
）
に
基
づ
く
。
宛
は
宛
馬
、
西
域
大
宛
か
ら
産
出
す
る
名
馬
。

（

）
熟
語
と
し
て
五
山
漢
詩
に
見
ら
れ
、
風
雅
な
集
ま
り
か
。
惟
高
妙

8

安
「
鶯
語
勧
人
紅
会
催
、
春
初
小
集
雅
筵
開
」
（
春
初
紅
会
）
な

ど
。

（

）
「
白
閑
」
と
も
、
窓
の
意
。
何
晏
「
皎
皎
白
閑
、
離
離
列
銭
」
（
文

9

選
・
景
福
殿
賦
）
。

医
レ

国
ヲ

人-

蔘
ノ

馬

国
を
医
す

人
蔘
の
馬

六
條
宰
相

ー

ス

21
隠

ルレ

丘
ニ

官-

藁
ノ

鯤

丘
に
隠
る

官
藁
の
鯤

澗

（
１
０
）

22
潮
―

平

桅

欠
クレ

嘯
ヲ

潮
は
平
に
し
て
桅
は
嘯
を
欠
く

雲

ニ
メ

（
１
１
）

23
泥

滑

屐

留
ムレ

痕
ヲ

泥
滑
ら
か
に
し
て
屐
は
痕
を
留
む

節

ー

ニ
メ

24
儋-
禿

笠

蔵
スレ

醜
ヲ

儋
禿

笠
は
醜
を
蔵
す

良

（
１
２
）

25
漢-

家

香

返-

魂

漢
家

香
は
返
魂

洪

26
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患
フレ

多
ヲ

宵-

独
ノ

雨

多
を
患
ふ

宵
独
の
雨

超

27
罷

ムレ

釣
ヲ

坐-

漁
ノ

昏

釣
を
罷
む

坐
漁
の
昏

御

ー

ー

28
沙-

雁

臥
レ

波
ニ

塔

沙
雁

波
に
臥
す
塔

竹

ー

ス

29
寒-

鶏

報
レ

暁
ヲ

村

寒
鶏

暁
を
報
ず
る
村

宰
相

ー
ス
ル

30（

）
晋
の
名
士
謝
鯤
。
『
世
説
新
語
・
品
藻
』「
明
帝
問
謝
鯤
、
君
自
謂

10

如
何
庾
亮
。
答
曰
、
端
委
廟
堂
、
使
百
僚
准
則
、
臣
不
如
亮
。
一

丘
一
壑
、
自
謂
過
之
」
。

（

）
嘯
歌
、
謝
鯤
が
得
意
と
し
た
。
蘇
軾
「
捍
索
桅
竿
立
嘯
空
、
篙
師

11

酣
寝
浪
花
中
」
（
慈
湖
夾
阻
風
五
首
、
其
一
）
と
み
え
る
が
、
こ

こ
は
波
風
も
無
い
こ
と
を
い
い
、
謝
鯤
が
乱
を
避
け
て
渡
江
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
か
。

（

）
黄
庭
堅
「
玉
堂
端
要
真
学
士
、
須
得
儋
州
禿
鬢
翁
」
（
病
起
荊
江

12

亭
即
事
十
首
、
其
七
）
。
蘇
軾
が
晩
年
海
南
島
の
儋
州
に
左
遷
さ

れ
た
。

把-

茅

移
ス二

漏-

蜀
ヲ一

把
茅

漏
蜀
を
移
す

節

（
１
３
）

31
密-

竹

聚
ム二

淇-

園
ヲ一

密
竹

淇
園
を
聚
む

御

（
１
４
）

32
檐-

溜

瑟

斯
ニ―

至
ル

檐
溜

瑟
は
斯
に
至
る

洪

33
甲-

科

材

以
―

論
ス

甲
科

材
は
以
て
論
ず

竹

34

軽
メレ

鵬
ヲ

尭

𦐂
レ

善

鵬
を
軽
く
し
て
尭
は
善
を
𦐂
に
す

御

サ
ニ
ス

ー

ヲ

つ
ば
さ

35
吐

テレ

蚌
ヲ

杲

声
レ

冤
ヲ

蚌
を
吐
き
て
杲
は
冤
を
声
す

洪

ナ
ラ
ス

（
１
５
）

な
ら

36
蹈

ハ二

鉄-

蒺
ヲ一

玄-

路

鉄
蒺
を
蹈
む
は
玄
路

雲

（
１
６
）

37
拄

ハ二

金-

笏
ヲ一

紫-

垣

金
笏
を
拄
ふ
る
は
紫
垣

節

さ
さ

38
官-

途

臨
ムレ

深
ニ

履

官
途

深
き
に
臨
む
履

圭

39
溽-

暑

納
ルレ

涼
ヲ

軒

溽
暑

涼
を
納
る
ゝ
軒

澗

40（

）
杜
甫
「
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
」
を
踏
ま
え
る
か
。
「
公
然
抱
茅
入

13

竹
去
、
唇
焦
口
燥
呼
不
得
」
。
策
彦
周
良
「
黄
巣
所
過
雖
残
滅
、

漏
蜀
猶
存
老
杜
茅
」
（
翰
林
五
鳳
集
巻
二
十
九
）。

（

）
淇
園
は
竹
を
産
出
す
る
。
『
史
記
・
河
渠
書
』
「
是
時
東
郡
焼
草
、

14

以
故
薪
柴
少
、
而
下
淇
園
之
竹
以
為
楗
」
。
黄
庭
堅
「
移
竹
淇
園

下
、
買
花
洛
水
陽
」
（
次
韻
文
潜
同
遊
王
舎
人
園
）。

（

）
不
詳
、
人
名
か
、
後
考
を
待
つ
。

15
（

）
蒺
藜
子
の
形
を
し
た
鉄
器
、

道
に
撒
か
れ
敵
の
進
行
を
阻
害
す

16

る
。
玄
路
は
玄
輅
、
黒
い
車
。

瀑
ハ

洗
フニ

定
ルレ

龍
ヲ

眼
ヲ一

瀑
は
龍
を
定
む
る
眼
を
洗
ふ

良

41
虚

ハ

巵
二

化
レ

蝶
ト

言
ヲ一

虚
は
蝶
と
化
す
る
言
を
巵
に
す

竹

ー
ニ
ス

ー
ス
ル

42
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靄
ハ

聴-

瑩
ス

絶-

景
ヲ一

靄
は
絶
景
を
聴
瑩
す

御

二

（
１
７
）

43
黌

ハ

逆-
倒

ス

詞-

源
ヲ一

黌
は
詞
源
を
逆
倒
す

雲

二

44
琴

ハ

冷
シ

霊-
泉

ノ

亮

琴
は
冷
し

霊
泉
の
亮

超

45
棉

ハ

伝
フ

少-

室
ノ

賁

棉
は
伝
ふ

少
室
の
賁

澗

ー

（
１
８
）

46
争

テレ

雄
ヲ

詩
ニ

有
レ

虎

雄
を
争
ひ
て
詩
に
虎
有
り

宰
相

47
並

テレ

影
ヲ

波

猶
ヲシ

鴛
ノ

影
を
並
べ
て
波
は
猶
ほ
鴛
の
ご
と
し

超

ー

48
恩

ハ

浅
シ

献
レ

環

寿

恩
は
浅
し

環
を
献
ず
る
寿

雲

ー
ス
ル

ー

ヲ

49
瘡

ハ

呼
フ

誅
レ

錯

爰

瘡
は
呼
ぶ

錯
を
誅
す
る
爰

澗

ー
ス
ル

ー

ヲ

（
１
９
）

50（

）
蘇
軾
「
学
道
恨
日
浅
、
問
禅
慙
聴
瑩
」
（
径
山
道
中
次
韻
答
周
長

17

官
兼
贈
蘇
寺
丞
）。

（

）
賁
は
卦
の
名
、
「
賁
於
丘
園
、
束
帛
戔
戔
」
（
易
賁
）
。
ま
た
虎
賁

18

の
語
も
あ
る
。
た
だ
し
、
少
室
す
な
わ
ち
嵩
山
の
別
峰
、
祖
師
達

磨
が
面
壁
し
た
場
所
と
の
関
わ
り
は
不
明
。

（

）
誅
晁
錯
。『
漢
書
・
晁
錯
伝
』
「
呉
為
反
数
十
歳
矣
、
髪
怒
削
地
、

19

以
誅
錯
為
名
、
其
意
不
在
錯
也
」。

吟-

肩

誰
カ

執
ルレ

輿
ヲ

吟
肩

誰
か
輿
を
執
る

洪

（
２
０
）

51

酔-

面

共
ニ

傾
クレ

樽
ヲ

酔
面

共
に
樽
を
傾
く

節

52
学

ス二

幕
レ

天
ニ

伶
ヲ一

霧

天
に
幕
は
る
は
伶
を
学
す
る
霧

御

ル
ハ

ー

53
駐
二

盤
レ

田

啓
一

原

田
を
盤
し
む
啓
を
駐
る
は
原

雲

ル
ハ

タ
ノ
シ
ム
カ
リ
ヲ

ー

ヲ

ー

54
鶯-

妃

眉

八-

字

鶯
妃

眉
は
八
字

節

55
蚕-

蠒

手

三
―

盆

蚕
蠒

手
は
三
た
び
盆
す

澗

タ
ヒ
ヒ
タ
ス

（
２
１
）

56
纏
レ

自

情-

糸

乱

自
を
纏
つ
て
情
糸
乱
る

竹

ツ
テ

ー

ヲ

57
労
レ

吾
ヲ

愁-

譜

繙

吾
を
労
せ
し
め
て
愁
譜
繙
と
く

圭

セ
シ
メ
テ

ト
ク

58
空-

閨

灯

泣
ニ―

向
フ

空
閨

灯
は
泣
く
に
向
か
ふ

雲

59
属-

国

節

清
メ―

敦
シ

属
国

節
は
清
に
し
て
敦
し

良

（
２
２
）

60（

）
車
を
御
す
る
こ
と
。
吟
肩
は
詩
人
。
策
彦
周
良
「
古
木
回
厳
暮
雪

20

天
、
江
山
佳
景
上
吟
肩
」
（
江
天
暮
雪
）。

（

）
繭
を
三
度
漬
す
こ
と
。『
礼
記
・
祭
義
』
「
及
良
日
、
夫
人
繅
三
盆

21

手
、
遂
布
於
三
宮
夫
人
、
世
婦
之
吉
者
、
使
繅
」
。

（

）
蘇
軾
「
今
観
此
壁
画
、
亦
若
其
詩
清
且
敦
」
（
王
維
呉
道
子
画
）。

22遁

愛
ス二

漫-
騰

ノ

地
ヲ一

遁
れ
て
は
漫
騰
の
地
を
愛
す

御

テ
ハ

（
２
３
）

61
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賢
ハ

窺
フ二

至-

徳
ノ

藩
ヲ一

賢
は
至
徳
の
藩
を
窺
ふ

竹

62
破-
窓

間
ニ―

出
ル

孔

破
窓

間
に
出
る
孔

超

ー

63
乍-

暖

即

休

孫

乍
暖

即
ち
休
す
る
孫

洪

ー

ー
ス
ル

ー

（
２
４
）

64
知

ルレ

火

煙-

村
ノ

杏

火
な
る
こ
と
を
知
る
煙
村
の
杏

良

ナ
ル
ヿ
ヲ

（
２
５
）

65
采

ルレ

渓
ニ

古-

廟
ノ

蘩

渓
に
采
る

古
廟
の
蘩

超

（
２
６
）

66
礼

ト―

云
フ

羊

跪
レ

乳

礼
と
云
ふ

羊
は
乳
に
跪
く

節

ツ
ク

ー

ニ

（
２
７
）

67
人-

弗

毳

随
フレ

跟

人
弗

毳
は
跟
に
随
ふ

洪

ー

ニ

（
２
８
）

68
五-

百

廬

猶
―

小
ナ
リ

五
百

廬
は
猶
ほ
小
な
り

宰
相

ー

69
尺-

迦

就

独
―

尊
シ

尺
迦

就
は
独
り
尊
し

御

ー

（
２
９
）

70（

）
宋
代
詩
詞
に
み
え
る
「
慢
騰
騰
地
」
か
。
た
だ
し
本
来
は
「
ゆ
っ

23

く
り
と
」
の
意
味
で
、
副
詞
的
な
用
法
を
示
す
助
字
「
地
」
を
、

こ
こ
で
は
名
詞
と
し
て
い
る
。
周
邦
彦
「
情
性
児
、
慢
騰
騰
地
、

悩
得
人
又
酔
」
（
紅
窓
迥
）。

（

）

雪
が
反
射
す
る
光
を
借
り
て
読
書
す
る
孫
康
の
故
事
を
改
め
た

24

か
。
急
に
暖
か
く
な
り
、
雪
が
消
え
た
あ
と
は
夜
の
読
書
を
や
め

た
。

（

）

杏
花
の
艶
や
か
な
色
を
火
に
譬
え
て
い
る
か
。
宋
詩
に
は
陳
襄

25

「
洞
裏
桃
花
青
葉
嫰
、
牆
頭
杏
火
緑
煙
新
」
（
寒
食
日
常
州
宴
春

園
）
な
ど
。

（

）
蘩
は
水
草
の
名
、
『
詩
経
・
召
南
』
に
「
采
蘩
」
篇
が
あ
り
、
夫

26

人
の
婦
道
を
守
る
こ
と
を
謳
う
。

（

）
羊
が
乳
を
も
ら
う
時
は
前
足
を
跪
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
孝
と
礼
を

27

知
る
と
さ
れ
る
。
杜
甫
「
鴻
雁
及
羔
羊
、
有
礼
太
古
前
。
行
飛
与

跪
乳
、
知
序
又
知
恩
」（
杜
鵑
）。

（

）
『
景
徳
伝
灯
録
』
「
浄
慧
曰
、
子
向
後
有
五
百
毳
徒
、
而
為
王
侯
所

28

重
在
」
。

（

）
「
尺
迦
」
は
「
釈
迦
」
、
「
就
」
は
「
鷲
」
と
す
べ
き
か
。
釈
迦
仏

29

が
霊
鷲
山
で
『
無
量
寿
経
』
や
『
法
華
経
』
を
唱
え
た
と
い
う
。

経-

炊

滋-

味
ノ

蔗

経
炊

滋
味
の
蔗

御

（
３
０
）

71
布-

且

陋-

名
ノ

礬

布
且

陋
名
の
礬

洪

72
恣
二

耳-

目
ノ

娯
ヲ一

水

耳
目
の
娯
を
恣
す
る
に
水

良

ス
ル
ニ

73
喩
二

聾-

唖
ノ

説
ニ一

暾

聾
唖
の
説
に
喩
る
は
暾

竹

ル
ハ

74
南-

宗

疑
二

頓-

教
ヲ一

南
宗

頓
教
を
疑
ふ

澗

（
３
１
）

75
西-
祖

禍
二

仍-

昆
ニ一

西
祖

仍
昆
に
禍
ひ
す

雲

ヒ
ス

（
３
２
）

76
兄-

弟

鬩

墻
ニ

笋

兄
弟

墻
に
鬩
め
く
は
笋

超

メ
ク
ハ

（
３
３
）

77
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君-

臣

合
レ

道
ニ

蓀

君
臣

道
に
合
ふ
は
蓀

良

フ
ハ

そ
ん

78
楚

ハ

依
ス二

均

放

咀

楚
は
均

放
た
る
る
に
咀
ふ
に
依
す

雲

タ
ル
ヽ
ニ
ト
コ
フ

（
３
４
）

と
ご

79
夢

ハ

被
二

杜-
生

ニ

呑
マ一

夢
は
杜
生
に
呑
ま
る

洪

（
３
５
）

80（

）
楊
万
里
「
書
生
一
腹
無
十
囲
、
経
炊
史
酌
不
曽
飢
」
（
寄
題
邵
武

30

張
傑
運
千
万
巻
樓
）
、
琴
叔
「
史
酌
経
炊
双
鬢
雪
、
都
歌
里
詠
一

嚢
詩
」
（
此
以
下
三
首
、
奉
寄
睡
隠
主
翁
）
と
用
例
は
み
え
る
。

た
だ
し
前
者
は
儒
教
経
典
、
後
者
は
仏
典
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

（

）
慧
能
が
創
立
し
た
南
宗
の
門
派
。
彗
能
「
惟
伝
頓
教
法
、
出
世
破

31

邪
宗
」
（
修
行
頌
）。

（

）
昆
仍
、
子
孫
。
黄
庭
堅
「
寂
寞
向
千
載
、
風
流
被
仍
昆
」
（
次
韻

32

楊
明
叔
見
餞
十
首
、
其
四
）
、
ま
た
「
簡
編
均
骨
肉
、
簪
笏
到
仍

昆
」
（
送
晁
道
夫
叔
侄
）。

（

）
『
詩
経
・
小
雅
』
「
兄
弟
鬩
於
墻
、
外
御
其
務
」
。

33
（

）
屈
原
、
字
霊
均
。
白
居
易
「
蘇
懐
放
霊
均
、
国
政
亦
荒
淫
」
（
読

34

史
五
首
、
其
一
）
、
蘇
軾
「
霊
均
去
後
楚
山
空
、
澧
陽
蘭
芷
無
顔

色
」
（
帰
朝
歓
和
蘇
伯
固
）。

（

）
杜
生
は
不
明
、
後
考
を
待
つ
。

35淆

不
レ

濁

胸-

海

淆
濁
ら
ざ
る
は
胸
海

節

ニ
コ
セ
ト
モ

ル
ハ

ラ

81
仰

テ

弥
―

高

骨-

崙

仰
ぎ
て
弥
い
よ
高
し

骨
崙

澗

82

簇-

霞

峰

失-

得

簇
霞

峰
は
失
得

圭

83
孝-

室

坐

清-

温

孝
室

坐
は
清
温

雲

（
３
６
）

84
荷-

館

夏

捐
ツレ

扇
ヲ

荷
館

夏
は
扇
を
捐
つ

超

85
菊-

房

夕

当
ツレ

飡

菊
房

夕
は
飡
を
当
つ

御

ー

ヲ

（
３
７
）

86
沸-

湯

虫

四
ニ―

匝
ル

沸
湯

虫
四
つ
に
匝
る

洪

（
３
８
）

87
征-

轡

馬

東
ニ―

奔
ル

征
轡

馬
東
に
奔
る

竹

88
雲

ハ

相
二

山-

頭
ヲ一

帽

雲
は
山
頭
を
相
す
る
帽

雲

ー
ス
ル

89
露

ハ

磨
二

砌-

上
ニ一

璠

露
は
砌
上
に
磨
す
る
璠

節

ー
ス
ル

90（

）
蘇
軾
詩
に
多
い
。「
光
風
為
花
好
、
奕
奕
弄
清
温
」（
牡
丹
和
韻
）
、

36

「
天
香
国
艶
肯
相
顧
、
知
我
酒
熟
詩
清
温
」（
十
一
月
二
十
六
日
、

松
風
亭
下
、
梅
花
盛
開
、
其
二
、
再
用
前
韻
）
、「
余
光
照
我
玻
璃

盆
、
倒
射
窓
几
清
且
温
」
（
広
州
何
道
士
衆
妙
堂
）。

（

）
屈
原
「
朝
飲
木
蘭
之
堕
露
兮
、
夕
餐
秋
菊
之
落
英
」
（
離
騒
）。

37
（

）
四
つ
に
め
ぐ
る
、
四
周
。
元
結
「
水
涯
四
匝
、
多
欹
石
相
連
、
石

38

上
堪
人
坐
」
（
石
魚
湖
上
作
）
。

顔
カ

夭

那
ソ

暇
レ

惜
ム
ニ

顔
が
夭

那
ぞ
惜
し
む
に
暇
あ
ら
ん

良

ー

ア
ラ
ン

91
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跖
カ

賊

更
ニ

憂
レ

繁
ヲ

跖
が
賊

更
に
繁
を
憂
ふ

御

ー

フ

（
３
９
）

92
興-
廃

倶
ニ

斉
シレ

蔓
ニ

興
廃

倶
に
蔓
に
斉
し

洪

93
死-

生

本

数
レ

根
ニ

死
生

本
は
根
に
数
す

竹

ー

ス

94
暮-

齢

蛾

赴
クレ

燭
ニ

暮
齢

蛾
は
燭
に
赴
く

澗

95
淑-

気

鳥

吹
クレ

塤
ヲ

淑
気

鳥
塤
を
吹
く

節

（
４
０
）

96
懐
レ

恵

民

歌
フレ

舜
ヲ

恵
に
懐
ひ
て
民
は
舜
を
歌
ふ

超

ヒ
テ

ー

ニ

97
出

テレ

群
ヲ

士

慕
フレ

樊

群
を
出
て
士
は
樊
を
慕
ふ

宰
相

ー

ヲ

98
皆
―

巒

排
レ

闥

故

皆
巒

闥
を
排
す
る
故

圭

ー

ヲ

ー

（
４
１
）

99
加-

世

応
レ

門
ニ

閽

加
世

門
に
応
ず
る
閽

雲

ー
ス
ル

（
４
２
）

100（

）『
荘
子
・
雑
篇
』「
盗
跖
従
卒
九
千
人
、
横
行
天
下
、
侵
暴
諸
侯
」
。

39

東
第
一

句
に
既
出
。

49

（

）
『
詩
経
・
小
雅
』
「
伯
氏
吹
塤
、
仲
氏
吹
篪
」
。

40
（

）
樊
噲
排
闥
。
『
史
記
・
樊
噲
列
伝
』
「
高
祖
嘗
病
甚
（
中
略
）
十
余

41

日
、
噲
乃
排
闥
直
入
、
大
臣
随
入
」
。
ま
た
『
蒙
求
』
に
も
「
樊

噲
排
闥
」
と
あ
る
。

（

）
天
閽
、
天
帝
の
門
番
。
『
楚
辞
・
遠
遊
』「
命
天
閽
其
開
関
兮
、
排

42

閶
闔
而
望
予
」
。

寒
第
十
四

慶
長
十
六
年
五
月
二
十
九
日

山-

滴

緑
カ

耶
レ

雨

山
滴

緑
か
雨
か

1
樹-

陰

染
テ

不
レ

乾
カ

樹
陰

染
め
て
乾
か
ず

節

2
風-

流

蒼

又

月

風
流

蒼
ま
た
月

ー

3
英-

会

興

何
ソ

漫

英
会

興
は
何
ぞ
漫
な
ら
ん

澗

ー

（
１
）

4
詩-

助

景

晴
テ―

好
シ

詩
助

景
は
晴
れ
て
好
し

雲

ー

5
逸-

勤

窓-

雪

纂
ム

逸
勤

窓
雪
纂
む

賢

6
世

ハ

夭-

顔

寿-

跖

世
は
夭
顔
寿
跖

御

（
２
）

7
涯

瘦-

沈

皤-

潘

涯
は
瘦
沈
皤
潘

外

ー

ハ

（
３
）

8
声

ハ

冷
シ

翥
ルレ

霜
ニ

鶴

声
は
冷
し

霜
に
翥
る
鶴

竹

9
徳-

輝

舞
フレ

廷
ニ

鸞

徳
輝

廷
に
舞
ふ
鸞

賡

ー

10（

）
景
に
即
し
て
即
興
に
と
い
う
意
の
語
「
漫
興
」
か
ら
か
。
杜
甫
に

1

「
絶
句
漫
興
九
首
」
が
あ
る
。

（

）
早
世
し
た
顔
回
と
天
寿
を
全
う
し
た
盗
跖
の
対
照
は
、
元
第
十
三

2

と

句
に
既
出
。

91

92
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（

）
南
朝
梁
の
沈
約
が
病
気
で
瘦
せ
、
晋
の
潘
岳
が
若
く
し
て
白
髪
が

3

生
え
る
こ
と
。
沈
腰
潘
鬢
。
白
玉
蟾
「
風
沈
腰
何
束
、
霜
潘
鬢
謾

皤
」
（
旴
江
舟
中
聯
句
）
、
ま
た
蘇
軾
の
詞
に
も
「
沈
郎
易
瘦
、
也

不
須
驚
怪
、
潘
鬢
先
愁
」
（
沁
園
春
）
と
あ
る
。

涼-

軒

移
ハレ

竹
ヲ

瀑

涼
軒

竹
を
移
せ
ば
瀑

洪

11
春-

夜

映
レ

梨
ニ

欄

春
夜

梨
に
映
ず
る
欄

日
性

ー
ス
ル

12
跋
レ

燭
ヲ

浮-

遊
ノ

李

燭
を
跋
ま
で
に
す

浮
遊
の
李

重

マ
テ
ニ
ス

（
４
）

13
著
レ

文
ヲ

屈-

強
ノ

韓

文
を
著
は
す
屈
強
の
韓

節

ハ
ス

14
高-

僧

卑
二

泰

崋
ヲ一

高
僧

泰
崋
を
卑
し
と
す

澗

シ
ト
ス

（
５
）

15
四-

友

雑
ユ二

洮

端
ヲ一

四
友

洮
端
を
雑
ゆ

雲

（
６
）

16
雁

ハ

固
ス二

字-

軍
ノ

備
ヲ一

雁
は
字
軍
の
備
ふ
る
を
固
く
す

賢

17
鶯

ハ

超
フ二

琴-

客
ノ

弾
一

鶯
は
琴
客
の
弾
ず
る
に
超
ふ

御

ー
ス
ル
ニ

18
晩-

成

梅

老
レ

老
ヲ

晩
成

梅
は
老
を
老
と
す

外

ー
ト
ス

19
宮-

様

柳

官
レ

官

宮
様

柳
は
官
を
官
と
す

竹

ト
ス

ー

ヲ

（
７
）

20（

）
李
白
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
。
跋
燭
は
燃
え
尽
き
そ
う
な
蠟
燭
、

4

浮
遊
は
漫
然
と
遊
興
す
る
こ
と
。
「
古
人
秉
燭
夜
遊
」
に
よ
る
。

（

）
よ
く
似
た
表
現
と
し
て
元
第
十
三

句
に
既
出
。

5

13

（

）

甘
粛
の
洮
河
と
広
東
に
あ
る
端
渓
、
水
名
で
あ
り
名
硯
で
も
あ

6

る
。

（

）
「
柳
は
官
を
官
と
す
」
は
難
解
で
あ
る
が
、
「
官
柳
」
と
い
う
語
が

7

意
識
さ
れ
た
か
。
官
柳
は
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
る
柳
、
ま
た

官
府
の
柳
な
ど
、
梅
と
の
対
偶
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
杜
甫
「
市

橋
官
柳
細
、
江
路
野
梅
香
」
（
西
郊
）
、
策
彦
周
良
「
野
梅
官
柳
其

朝
渥
、
四
海
九
州
帰
一
仁
」
（
和
希
邵
少
年
試
筆
）
な
ど
。

離-

緒

常
ニ

牽
クレ

恨
ヲ

離
緒

常
に
恨
を
牽
く

性

（
８
）

21
活-

機

動

受
クレ

謾
ヲ

活
機

動
す
れ
ば
謾
を
受
く

洪

ス
レ
ハ

（
９
）

22
何

ノ

龍
ソ

興
ルレ

魏
ニ

蹬

何
の
龍
ぞ

魏
に
興
る
蹬

御

ー

（
１
０
）

23
乗

スレ

虎
ニ

坐
レ

台
ニ

干

虎
に
乗
す

台
に
坐
す
る
干

節

ー
ス
ル

ー

（
１
１
）

24
鐘-

梵

睡

労

補

鐘
梵

睡
は
補
ふ
に
労
す

雲

ー

ス

フ
ニ

25
紙-

毫

伝
テ

報
レ

安
ヲ

紙
毫

伝
へ
て
安
を
報
ず

竹

ー

ス

26
睫-
梢

枌

万-

里

睫
梢

枌
は
万
里

節

ー

（
１
２
）

27
胸-

芥

翠

層-

巒

胸
芥

翠
は
層
巒

外

（
１
３
）

28
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恩-

沢
ハ

九-

雲-

夢

恩
沢
は
九
雲
夢

澗

（
１
４
）

29
聖-
齢

ハ

千-

鬱-

単

聖
齢
は
千
鬱
単

賢

（
１
５
）

30（

）
柳
枝
を
手
折
っ
て
旅
立
つ
人
に
送
る
と
い
う
風
習
に
よ
る
連
想
。

8

許
渾
「
津
亭
多
別
離
、
楊
柳
半
無
枝
」
（
送
客
帰
峡
中
）。

（

）
欺
か
れ
る
こ
と
。
楊
万
里
「
賢
尹
如
何
受
吏
謾
、
青
天
白
日
万
人

9

看
」
（
十
山
歌
呈
太
守
胡
平
一
、
其
八
）、
ま
た
釈
居
簡
「
照
用
同

時
詫
合
盤
、
衲
僧
開
眼
受
他
謾
」
（
示
照
上
人
）
、
「
尋
常
苦
口
、

只
要
諸
人
不
受
謾
」
（
虚
堂
録
）
な
ど
、
禅
詩
禅
語
で
あ
る
。

（

）
難
解
。
摩
蹬
伽
仙
人
の
こ
と
か
。

10
（

）
魏
の
劉
楨
の
こ
と
か
、
不
明
。
劉
楨
字
は
公
干
、
詩
才
で
曹
植
と

11

併
称
さ
れ
る
。
台
は
金
虎
台
か
。

（

）
高
祖
劉
邦
の
出
身
地
豊
邑
「
枌
楡
社
」
か
ら
故
郷
の
意
。
文
第
十

12

二

句
既
出
。

52

（

）
胸
中
の
不
満
。
蘇
軾
「
恨
無
乖
崖
老
、
一
洗
芥
蔕
胸
」
（
送
路
都

13

曹
、
並
引
）。

（

）
雲
夢
は
古
代
の
藪
沢
の
名
。
司
馬
相
如
の
「
上
林
賦
」
に
「
楚
有

14

七
澤
、
其
一
曰
雲
夢
、
方
九
百
里
、
呑
若
雲
夢
者
八
九
、
其
余
胸

中
曽
不
蔕
芥
」
と
み
え
る
。
「
九
雲
夢
」
は
前
句

の
「
胸
芥
」

28

を
受
け
て
、
「
上
林
賦
」
を
踏
ま
え
た
展
開
か
。

（

）
鬱
単
越
の
こ
と
、
須
弥
山
の
北
に
あ
る
。
そ
こ
の
人
民
は
み
な
長

15

寿
で
あ
る
。
『
増
一
阿
含
経
』
「
我
亦
曾
従
耆
年
長
老
辺
聞
、
復
有

鬱
単
越
、
人
民
熾
盛
、
多
貯
珍
宝
、
所
為
自
由
、
無
固
守
者
、
寿

無
中
夭
、
正
寿
千
歳
」
（
巻
八
）。

涙-

河

争

援
レ

溺
ヲ

涙
河

争
ひ
て
か
溺
を
援
は
ん

洪

テ
カ

ハ
ン

ー

す
く

31
心-

境

屡

修
スレ

観
ヲ

心
境

屡
し
ば
観
を
修
ず

御

〱

ー

32
夕-

槿

復
スレ

魂
ヲ

露

夕
槿

魂
を
復
す
る
は
露

竹

33
氷-

華

透

骨
ニ

寒
シ

氷
華

透
骨
に
寒
し

澗

34
忍

テレ

窮

糊
ス二

被
ノ

薄
ニ一

窮
を
忍
び
て
被
の
薄
き
に
糊
す

外

ー

ヲ

35
歴

テレ

宦
ヲ

履
ム二

梯
ノ

難
一

宦
を
歴
て
梯
の
難
き
を
履
む

雲

キ
ヲ

（
１
６
）

36
師
レ

古
ヲ

唐-

騒
ノ

杜

古
を
師
と
す

唐
騒
の
杜

賢

ト
ス

ー

37
王
レ

邦
ニ

斉

正

桓

邦
に
王
た
り

斉
の
正
し
き
桓

御

タ
リ

シ
キ

ー

38
鳳

兮

樓

尚
レ

紫
ヲ

鳳
や
樓
は
紫
を
尚
ぶ

雲

ー

ヤ

ト
フ

（
１
７
）

39
蛆

モ

亦

鼎

還-

丹

蛆
も
ま
た
鼎
の
還
丹

節

40（

）

仕
途
の
艱
難
を
い
う
。
聯
句
や
和
漢
聯
句
に
し
ば
し
ば
詠
ま
れ

16

る
。
虞
第
七

句
、
文
第
十
二

句
既
出
。

56

51

（

）
『
論
語
・
微
子
』
「
楚
狂
接
輿
歌
而
過
孔
子
曰
、
鳳
兮
鳳
兮
、
何
徳

17

之
衰
」
。
前
句

の
、
改
革
を
行
い
春
秋
五
覇
の
筆
頭
と
数
え
ら

38

れ
る
斉
桓
公
に
付
け
る
。
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松
ハ

澗-

壑
ノ

青-

壁

松
は
澗
壑
の
青
壁

御

（
１
８
）

41
荷

ハ

炎-

熱
ノ

素-

紈

荷
は
炎
熱
の
素
紈

澗

42
煙-

湖

無
ハレ

面

羽

煙
湖

面
の
無
き
は
羽

御

ー

ー

43
紺-

苑

寄
ルレ

生
ヲ

貛

紺
苑

生
を
寄
す
る
貛

外

ー

44
郷-

思

托
シレ

鵑
ニ

去
ル

郷
思

鵑
に
托
し
去
る

洪

45
晩-

望

読
ス二

悪
ノ

残
一

晩
望

悪
の
残
す
を
読
す

澗

ス
ヲ

46
檠-

枝

灯

吐
クレ

蘂
ヲ

檠
枝

灯
は
蘂
を
吐
く

節

47
金-

橘

火

非
スレ

蔓
ニ

金
橘

火
は
蔓
に
非
ず

外

48
楽

ムレ

隠
ヲ

手-

談
ノ

皓

隠
を
楽
し
む

手
談
の
皓

雲

（
１
９
）

49
捲

クレ

江
ヲ

気-

勢
ノ

瞞

江
を
捲
く

気
勢
の
瞞

竹

（
２
０
）

50（

）
青
い
山
を
い
う
。

蘇
軾
「
覚
来
満
眼
是
廬
山
、
倚
天
無
数
開
青

18

壁
」
（
帰
朝
歓
、
和
蘇
伯
固
）
、
黄
庭
堅
「
北
人
堕
涙
南
人
笑
、
青

壁
無
梯
聞
杜
鵑
」
（
夢
李
白
誦
竹
枝
詞
三
畳
、
其
三
）。

（

）
囲
碁
を
打
つ
こ
と
。『
世
説
新
語
』
に
「
王
中
郎
以
囲
碁
是
坐
隠
、

19

支
公
以
囲
碁
為
手
談
」
と
み
え
る
。
こ
こ
は
橘
中
で
囲
碁
を
楽
し

む
仙
人
（
太
平
広
記
）
を
い
う
。
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
句
ま
た

連
想
は
既
出
の
支
第
四

句
、
佳
第
九

と

句
、
灰
第
十

と

58

68

69

32

句
に
み
え
る
。

33

（

）
曹
操
は
小
字
が
阿
瞞
、
曹
瞞
。

20李
―

零
テ

抛
ツ二

玳-

瑁
ヲ一

李
零
れ
て
玳
瑁
を
抛
つ

御

51
笋
―

迸

出
ス二

琅-

玕
ヲ一

笋
迸
り
て
琅
玕
を
出
す

澗

リ
テ

52
訝

ハ二

過
ルレ

欞
ヲ

牛
一

蟻

欞
を
過
ぐ
る
牛
か
と
訝
る
は
蟻

竹

カ
ト

（
２
１
）

53
噴
二

為
ルレ

醍
ト

鴆
ヲ一

蚖

醍
と
為
る
鴆
を
噴
く
は
蚖

雲

ク
ハ

54
潜-

珍
ハ

衡-

瘴
ノ

杲

潜
珍
は
衡
瘴
の
杲

澗

ー

（
２
２
）

55
示-

現
ス

艮-

峰
ノ

曼

示
現
す

艮
峰
の
曼

洪

ー

（
２
３
）

56
智-

海

痴

猶
―

戽
ム

智
海

痴
は
猶
ほ
戽
む

外

く

57
深-

閨

夢

已
ニ

闌

深
閨

夢
は
已
に
闌
な
り

御

ハ
ナ
リ

58
隻-

鴛

希
フ二

比-

𦐂
ヲ一

隻
鴛

比
𦐂
を
希
ふ

節

59
二-
蟹

先
ツ二

霊-

鰻
ニ一

二
蟹

霊
鰻
に
先
つ

澗

（
２
４
）

60（

）
牛
過
窓
欞
。
慧
開
禅
師
の
『
無
門
関
』
に
み
え
る
公
案
。

21
（

）
潜
珍
は
龍
、
蘇
軾
「
林
深
伏
猛
在
、
岸
改
潜
珍
移
」
（
送
程
之
邵

22
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簽
判
赴
闕
）
な
ど
。
杲
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
著
し
た
南
宋
高
僧
の

宗
杲
、
衡
州
と
梅
州
に
流
さ
れ
、
そ
の
地
の
瘴
気
に
苦
し
ま
れ
た
。

（

）
東
北
部
に
あ
る
山
。
曼
は
東
方
朔
、
字
曼
倩
。

23
（

）
浙
江
省
紹
興
に
あ
る
鰻
井
と
い
う
古
井
の
こ
と
か
。
王
潤
之
「
飛

24

鼠
殿
堂
古
、
霊
鰻
井
穴
深
」
（
宝
林
寺
）。

護
二

菊-

塔
ヲ一

秋-
寺

菊
塔
を
護
す
る
は
秋
寺

雲

ー
ス
ル
ハ

61
敷

ハ二

苔-

氈
ヲ一

旧-

壇

苔
氈
を
敷
く
は
旧
壇

節

62
磨

形
二

周

孔
ノ

外
ニ一

磨
は
周
孔
の
外
に
形
は
る

御

ー

ハ

ハ
ル

（
２
５
）

63
済

考
二

禹

湯
ノ

盤
一

済
は
禹
湯
の
盤
し
み
を
考
す

外

ー

ハ

ナ
ス

タ
ノ
シ
ミ
ヲ

（
２
６
）

た
の

な

64
車

モ―

亦

轟-

雷
ノ

甕

車
も
ま
た
轟
雷
の
甕

賢

（
２
７
）

65
鉢

ハ

其

空-

巷
ノ

簞

鉢
は
其
の
空
巷
の
簞

竹

（
２
８
）

66
禅

非
レ

禅
ニ

口-

捷

禅

禅
に
非
ら
ざ
る
は
口
捷

雲

ル
ハ

67
美

尽
ハレ

美
ヲ

眉-

間

美

美
を
尽
す
は
眉
間

節

68
推

ハレ

枕
ヲ

近
シ二

賢-

路
一

枕
を
推
せ
ば
賢
路
近
し

洪

69
垂

テレ

糸
ヲ

隈
二

釣-

灘
ニ一

糸
を
垂
し
て
釣
灘
に
隈
に
す

御

ク
マ
ニ
ス

70

（

）
「
磨
」
は
達
磨
、
「
周
孔
」
は
周
公
と
孔
子
。
前
句
と
は
孔
子
が
杏

25

壇
で
弟
子
に
授
業
す
る
故
事
（
荘
子
・
漁
父
）
に
よ
る
か
。

（

）
『
詩
経
・
衛
風
』
の
「
考
盤
在
澗
、
碩
人
之
寛
」
に
『
毛
氏
伝
』

26

は
「
考
は
成
す
、
盤
は
楽
な
り
」
と
注
す
。

（

）
甕
は
前
句
の
「
盤
」
か
ら
連
想
し
た
も
の
か
。
料
理
を
盛
る
盤
と

27

酒
を
容
れ
る
甕
は
よ
く
対
偶
さ
れ
る
。

（

）
顔
回
。
『
論
語
・
雍
也
』
「
賢
哉
、
回
也
。
一
簞
食
、
一
瓢
飲
、
在

28

陋
巷
」
。
前
句
の
「
甕
」
を
「
虀
甕
」
す
な
わ
ち
漬
け
物
の
甕
と

捉
え
、
質
素
困
窮
な
生
活
と
し
て
、
こ
こ
で
顔
回
を
連
想
し
た
か
。

寸-

塵

鷗

尺-

退

寸
塵

鷗
は
尺
退

節

（
２
９
）

71
六-

出

鷺

同-

看

六
出

鷺
は
同
看

雲

（
３
０
）

72
流

激

白-

虹

乱
ル

流
激
す

白
虹
乱
る

御

ー

73
臘

残
テ

光-

景

弾
ク

臘
残
り
て
光
景
弾
く

澗

ー

ー

（
３
１
）

74
鬢

天

雲

衣
レ

我
ニ

鬢
天

雲
は
我
に
衣
す

洪

75
属-

国

節

銘
スレ

肝
ニ

属
国

節
は
肝
に
銘
ず

外

76
妾

カ

約

鴻

兼
レ

燕

妾
が
約
は
鴻
と
燕
と

竹

ー

（
３
２
）

77
士

ハ―

貧
ル

鳶

与
レ

拍

士
は
貧
る

鳶
と
拍

賢

（
３
３
）

78
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利

門

憐
ム二

婢-

膝
ヲ一

利
門
は
婢
膝
を
憐
れ
む

雲

79
臥-
榻

著
ク二

他-

鼾
ヲ一

臥
榻

他
鼾
を
著
く

竹

80（

）
『
老
子
』
「
用
兵
有
言
、

吾
不
敢
為
主
而
為
客
、
不
敢
進
寸
而
退

29

尺
」
。

（

）
雪
の
別
称
。
庾
信
「
雪
花
開
六
出
、
氷
珠
映
九
光
」
（
郊
行
値
雪

30

詩
）
他
。
こ
の
句
の
作
者
集
雲
は
「
六
出
迎
春
猶
未
乾
、
金
衣
只

恨
有
梅
寒
」
（
鶯
路
残
雪
）
と
詠
む
。

（

）
光
景
は
光
陰
、
時
間
。
李
白
「
光
景
不
待
人
、
須
臾
成
髪
糸
」（
相

31

逢
行
）。
弾
は
弾
指
の
略
か
、
時
間
の
速
さ
を
い
う
。

（

）
鴻
雁
と
燕
と
は
飛
来
す
る
季
節
が
異
な
る
た
め
、
恋
人
と
の
約
束

32

が
い
つ
も
す
れ
違
う
こ
と
を
譬
え
る
か
。
宋
陳
著
「
蘭
菊
不
競
芳
、

鴻
燕
各
有
時
」
（
良
月
二
十
一
日
郡
庠
置
酒
炉
亭
労
余
出
山
且
取

子
美
何
時
一
樽
酒
重
与
細
論
文
分
韻
賦
詩
韻
不
以
及
就
成
十
絶
、

其
二
）。
宋
胡
寅
「
毎
懐
会
合
未
曾
款
、
輒
復
鴻
燕
春
秋
異
」
（
送

余
澤
還
義
興
）
な
ど
。

（

）
拍
は
わ
し
。
『
後
漢
書
・
馬
援
伝
』
「
士
生
一
世
、
但
取
衣
食
裁
足

33

（
中
略
）
当
吾
在
浪
泊
、
西
里
間
、
虜
未
滅
之
時
、
下
潦
上
霧
、

毒
気
重
蒸
、
仰
視
飛
鳶
跕
跕
堕
水
中
。
臥
念
少
遊
平
生
時
語
、
何

可
得
也
」。
こ
こ
は
危
険
を
冒
し
て
も
貪
欲
に
走
る
こ
と
か
。

蹐
レ

地
ニ

微-

行
ノ

趙

地
に
蹐
す

微
行
の
趙

澗

ヌ
キ
ア
シ
ス

ー

（
３
４
）

81
感

スレ

旻
ヲ

帰-

計
ノ

翰

旻
を
感
ず

帰
計
の
翰

節

ー

（
３
５
）

82

魚-

経

儒
ノ

膾-

灸

魚
経

儒
の
膾
灸

賢

83
烏-

帽

孰
カ

旒-

冠
ソ

烏
帽

孰
か
旒
冠
ぞ

澗

84
綴
二

満-

懐
ノ

珠
ヲ一

汗

満
懐
の
珠
を
綴
る
は
汗

外

ル
ハ

85
触
二

吹-

毛
ノ

剣
ニ一

瘢

吹
毛
の
剣
に
触
る
る
は
瘢

御

ル
ヽ
ハ

（
３
６
）

86
呉-

根

楓

勗
レ

植

呉
根

楓
植
う
る
こ
と
を
勗
む

雲

ツ
ト
ム

ル
ヿ
ヲ

（
３
７
）

87
乾-

竹

梖

堪
レ

攤

乾
竹

梖
は
攤
ず
る
に
堪
へ
た
り

洪

タ
リ
ー
ス
ル
ニ

（
３
８
）

88
喩

フレ

舜
ニ

日
ノ

当-

午

舜
に
喩
ふ

日
の
当
午

竹

89
迎
レ

坡
ヲ

陸

起
スレ

瀾
ヲ

坡
を
迎
ふ
れ
ば
陸
瀾
を
起
こ
す

澗

レ
ハ

（
３
９
）

90（

）
「
趙
」
は
ど
の
人
物
を
指
す
か
不
明
。
行
脚
を
続
け
た
従
諗
趙
州

34

か
。「
蹐
地
」
は
抜
き
足
差
し
足
で
歩
く
、
謹
み
畏
れ
る
様
子
。『
詩

経
・
小
雅
』「
謂
天
蓋
高
、
不
敢
不
局
、
謂
地
蓋
厚
、
不
敢
不
蹐
」

か
ら
「
局
天
蹐
地
」
・
「
局
蹐
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。

（

）
呉
の
張
翰
が
秋
風
を
感
じ
て
故
郷
の
鱸
の
な
ま
す
を
思
い
出
し
、

35

帰
郷
し
た
（
世
説
新
語
・
識
鑑
）。

（

）
剣
の
鋭
い
こ
と
を
い
う
。
杜
甫
「
鋒
先
衣
染
血
、
騎
突
剣
吹
毛
」

36

（
喜
聞
官
軍
已
臨
賊
境
二
十
韻
）
。
ま
た
黄
庭
堅
「
一
朝
被
湔
祓
、

吹
毛
見
瘢
痕
」
（
次
韻
感
春
五
首
、
其
三
）。

（

）
呉
越
の
地
。
江
淹
「
呉
江
泛
丘
墟
、
饒
桂
復
多
楓
」（
赤
亭
渚
詩
）

37
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な
ど
、
呉
地
の
楓
が
多
く
詠
ま
れ
る
。
ま
た
『
新
唐
書
』
に
記
載

さ
れ
る
崔
信
明
の
句
「
楓
落
呉
江
冷
」
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
惟
高

妙
安
「
幽
斎
今
似
呉
江
冷
、
楓
未
落
先
蓬
鬢
」
（
蒪
郷
秋
思
）。

（

）
『
大
智
度
論
』
「
如
皮
骨
和
合
故
有
語
声
、
或
者
謂
人
語
。
如
火
焼

38

乾
竹
林
、
出
大
音
声
、
此
中
無
有
作
者
」
、『
大
方
便
仏
報
恩
経
典
』

に
「
其
兄
眠
臥
、
即
求
二
乾
竹
刺
、
刺
兄
両
目
奪
珠
而
去
」
（
悪

友
品
第
六
）
な
ど
、
仏
典
に
見
ら
れ
る
。
攤
梖
は
経
典
を
披
く
こ

と
か
。

（

）
坡
は
斜
面
で
あ
る
た
め
、
陸
地
の
浪
と
喩
え
る
か
。
ま
た
劉
禹
錫

39

「
長
恨
人
心
不
如
水
、
等
閑
平
地
起
波
瀾
」（
雑
曲
歌
辞
、
其
六
）
、

陸
遊
「
康
荘
坦
坦
不
整
駕
、
可
憐
平
地
生
濤
瀾
」
（
書
感
三
首
、

其
一
）
な
ど
、
突
然
の
異
変
や
事
件
を
い
う
。

筆
ハ

殫
ス二

傾
クレ

漢
ヲ

力
ヲ一

筆
は
漢
を
傾
く
る
力
を
殫
ず

洪

91
扇

ハ

合
ス二

挽
クレ

風
ヲ

歓
ヲ一

扇
は
風
を
挽
く
歓
を
合
す

御

ー

92
施

スレ

粉
ヲ

紅-

娘
ノ

蝶

粉
を
施
す

紅
娘
の
蝶

雲

93
支

フレ

床
ヲ

黄-

面
ノ

狻

床
を
支
ふ

黄
面
の
狻

澗

ー

94
戒

ハ

無-

縄

自-

縛

戒
は
無
縄
の
自
縛

節

95
果

ハ

有-

漏

須-

洹

果
は
有
漏
の
須
洹

性

（
４
０
）

96
草

ハ―

茁
ツ

針-

鋒

計

草
は
茁
つ

針
鋒
の
計

賢

ハ
カ
リ

97

苕
ハ

忘

鈍-

鉄-

団

苕
は
忘
す

鈍
鉄
団

外

ー

ス

98
嘉-

賓

難
シ二

再
―

得
一

嘉
賓

再
び
得
難
し

御

99
野-

衲

仰
ク二

仁-

寛
ヲ

野
衲

仁
寛
を
仰
ぐ

竹

100（

）
須
陀
洹
、
仏
教
修
行
に
お
け
る
四
果
の
最
初
段
階
、
無
漏
聖
道
の

40

果
位
。
蘇
軾
「
摩
詰
原
無
病
、
須
洹
不
入
流
」（
次
韻
陽
行
先
）。

刪
第
十
五

慶
長
十
八
年
九
月
廿
八
日

楓
ハ

摛
二

川-

様
ノ

錦
ヲ一

楓
は
川
様
の
錦
を
摛
ぶ

ノ
フ

（
１
）

1
献
レ

観
ヲ

御-

前
ノ

山

観
を
献
ず

御
前
の
山

召

ー

ス

2
籠

ハ

裊
ス二

海-

沈
ノ

篆
ヲ一

籠
は
海
沈
の
篆
を
裊
す

（
２
）

3
避

クレ

邪
ヲ

俗-

裡
ノ

閑

邪
を
避
く

俗
裡
の
閑

節

4
光
レ

今
ヲ

光-

霽
ノ

谷

今
を
光
る

光
霽
の
谷

渓

テ
ル

ー

5
雪
レ

恥
ヲ

雪-

相
ノ

班

恥
を
雪
む

雪
相
の
班

澗

キ
ヨ
ム

ー

6
妾

カ

閤

易
ハ―

然
リ

地

妾
が
閤

易
れ
ば
然
り
の
地

竹

（
３
）

7
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禅-

風

試
ニ―

過
ル

関

禅
風

試
み
に
過
る
関

御

ー

8
装-
包

雲

送-

迎

装
包

雲
は
送
迎

雲

9
仁-

履

道

辛-
艱

仁
履

道
は
辛
艱

璘

（
４
）

10（

）
錦
を
敷
く
こ
と
。
文
第
十
二

句
既
出
。

1

45

（

）
沈
香
の
種
類
か
。

陸
遊
「
香
似
海
沈
黄
似
酒
、
不
禁
風
雪
最
遅

2

開
」
（
緗
梅
三
首
、
其
二
）
、
「
枕
傍
小
銅
匜
、
海
沈
起
微
煙
」
（
夜

雨
）
な
ど
。
「
裊
篆
」
は
た
な
び
く
煙
り
を
漂
わ
す
こ
と
。
王
世

貞
「
幞
被
据
匡
床
、
薫
炉
裊
篆
香
」
（
不
寐
）。

（

）「
易
地
然
」
か
。
宋
の
李
処
権
「
不
慚
顔
魯
公
、
易
地
則
皆
然
」（
翠

3

微
堂
）
、
邵
雍
「
易
地
皆
然
休
計
較
、
不
言
而
信
省
開
陳
」
（
答
友

人
）
。

（

）
仁
の
道
を
履
行
す
る
こ
と
。
曹
植
「
履
仁
遘
禍
、
無
為
貴
道
」（
矯

4

志
詩
）
、
皎
然
「
蹈
善
嗟
沈
冥
、
履
仁
傷
堙
阨
」
（
苕
渓
草
堂
自
大

歴
三
年
夏
新
営
洎
秋
及
春
弥
覚
境
勝
因
紀
其
事
簡
潘
丞
述
湯
評
事

衡
四
十
三
韻
）。

師
レ

跡
ヲ

禹

湯
ノ

轍

跡
を
師
と
す

禹
湯
の
轍

洪

ト
ス

11
巧
レ

言
ヲ

皇-

李
ノ

訕

言
を
巧
み
に
す

皇
李
の
訕

重

ミ
ニ
ス

12
西-

吟

麾
二

月
ノ

落
ヲ一

西
吟

月
の
落
つ
る
を
麾
く

節

ネ
ク

13

南-

邁

歴
二

城
ノ

環
一

南
邁

城
の
環
る
を
歴

召

ル
ヲ

（
５
）

14
塞-

雁

幾

煙-

水
ソ

塞
雁

幾
く
の
煙
水

通
村

ー

15
宿-

鷗

必
ス

暮-

湾

宿
鷗

必
ず
暮
湾

竹

ー

（
６
）

16
梅-

舩

逋

舞
スレ

棹
ヲ

梅
舩

逋
は
棹
を
舞
す

澗

ー

（
７
）

17
花-

閣

邵

停
ムレ

轘
ヲ

花
閣

邵
は
轘
を
停
む

渓

ー

（
８
）

18
訝
レ

釣
レ

詩
ヲ

漁-

釣

詩
を
釣
る
か
と
訝
る
は
漁
釣

御

ル
ハ

カ
ト

19
辱
レ

頒
レ

批
ヲ

帝-

頒

批
を
頒
つ
こ
と
を
辱
す
る
は
帝
頒

雲

ス
ル
ハ

ヿ
ヲ

20（

）
南
に
行
く
こ
と
。
劉
克
荘
「
夜
半
一
鉢
南
邁
、
明
朝
只
履
西
帰
」

5

（
夜
読
伝
灯
雑
書
六
言
八
首
）。

（

）
熟
語
と
し
て
用
例
が
殆
ど
な
く
、
林
逋
「
頂
笠
衝
残
葉
、
腰
装
歇

6

暮
湾
」
（
和
朱
仲
送
然
社
師
無
為
還
歴
陽
）
が
あ
る
。

（

）
林
逋
が
梅
を
愛
し
鶴
を
飼
い
、
舟
に
乗
っ
て
西
湖
を
遊
ぶ
。
客
が

7

尋
ね
て
く
る
と
童
子
が
鶴
を
放
ち
、
そ
れ
を
見
て
林
逋
が
帰
る
と

い
う
。
宋
の
姚
勉
「
只
怕
客
来
童
子
放
鶴
、
又
催
花
里
棹
帰
船
」

（
再
題
小
西
湖
）
。

（

）
宋
の
邵
雍
が
外
出
の
際
は
小
車
に
乗
る
。
司
馬
光
「
林
間
高
閣
望

8

已
久
、
花
外
小
車
猶
未
来
」
（
邵
尭
夫
許
来
石
閣
久
待
不
至
）。

蛍
ハ

然
ユ二

寒-
食

ノ

野
ニ一

蛍
は
寒
食
の
野
に
然
ゆ

璘

（
燃
カ
）

21
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牛
ハ

没
ス二

市-

塵
ノ

闤
ニ一

牛
は
市
塵
の
闤
に
没
す

洪

22
迷-
悟

潙
ノ

知-

見

迷
悟

潙
の
知
見

重

（
９
）

23
泊-

漂

張

往-
還

泊
漂

張
の
往
還

節

（
１
０
）

24
書

メレ

空
ニ

峰

筆-

筆

空
に
書
し
て
峰
は
筆
筆

召

（
１
１
）

25
亭
レ

午
ニ

日

竿-

竿

午
に
亭
り
て
日
は
竿
竿

御

リ
テ

26
目-

撃

雖
二

年
―

百
ト一

目
撃

年
百
と
雖
も

渓

ト
モ

27
喉-

論

蔵
ス二

壁-

間
ニ一

喉
論

壁
間
に
蔵
す

澗

（
１
２
）

28
世
レ

家
ヲ

民-

社
ノ

燕

家
を
世
に
す

民
社
の
燕

雲

ヽ
ニ
ス

29
凍
レ

雨
ヲ

士-

巌
ノ

鷳

雨
を
凍
ら
す

士
巌
の
鷳

澗

ラ
ス

30（

）
禅
宗
潙
仰
宗
の
こ
と
。
前
句
の
牛
を
臨
済
宗
廓
庵
禅
師
が
作
っ
た

9

『
十
牛
図
』
と
見
て
連
想
し
た
か
。

（

）
張
翰
が
故
郷
を
思
い
、
辞
任
し
て
漂
泊
を
や
め
た
『
世
説
新
語
・

10

識
鑑
』
に
み
え
る
。
寒
第
十
四

句
に
既
出
。

82

（

）
東
晋
殷
浩
が
罷
黜
さ
れ
て
も
自
失
の
色
を
見
せ
ず
、
た
だ
手
で
空

11

中
に
「
咄
咄
怪
事
」
と
書
い
た
。
文
第
十
二

句
に
既
出
。
こ
こ

65

は
空
に
聳
え
る
峰
峰
が
筆
鋒
に
み
え
る
こ
と
か
。

（

）
孔
子
旧
宅
の
壁
に
儒
教
経
典
が
隠
さ
れ
、
秦
の
焚
書
か
ら
免
れ
て

12

後
世
に
伝
わ
っ
た
故
事
。
微
第
五

句
に
既
出
。
喉
論
は
人
の
言

82

説
か
、
用
例
は
未
見
。

飲
ハレ

徳
ヲ

洗
レ

心
ヲ

薬

徳
を
飲
め
ば
心
を
洗
ふ
薬

御

（
１
３
）

31
嘆

スレ

衰

掩
フレ

鬢
ヲ

菅

衰
へ
た
る
を
嘆
ず

鬢
を
掩
ふ
菅

節

タ
ル
ヲ

32
郷-

談

窓

既
ニ―

白
ク

郷
談

窓
は
既
に
白
く

洪

33
旱-

苦

晷

猶
―

殷
シ

旱
苦

晷
は
猶
ほ
殷
し

竹

あ
か

34
恨

ハ

万

千-

声
ノ

杜

恨
み
は
万

千
声
の
杜

璘

ー

35
虚-

無

右-

角
ノ

蛮

虚
無

右
角
の
蛮

澗

ー

（
１
４
）

36
争
―

端

棊

鬭
レ

智
ヲ

争
の
端

棊
は
智
を
鬭
は
し
む

節

た
た
か

37
物

ノ―

始

字

遺
スレ

患
ヲ

物
の
始

字
は
患
を
遺
す

渓

38
葉

ハ

為
レ

写
レ

情
ヲ

貴
シ

葉
は
情
を
写
す
が
為
に
貴
し

召

メ
ニ

ス
カ

（
１
５
）

39
桂

ハ

依
テレ

射
レ

策
ヲ

攀
フ

桂
は
策
を
射
る
に
依
り
て
攀
ぶ

節

ル
二

ー

（
１
６
）

40（

）
徳
の
恩
沢
に
浴
す
る
こ
と
。
銭
起
「
飲
徳
心
皆
酔
、
披
雲
興
転
清
」

13

（
陪
郭
常
侍
令
公
東
亭
宴
集
）。
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（

）
『
荘
子
・
陽
則
』
「
有
国
於
蝸
之
左
角
者
、
曰
触
氏
。
有
国
於
蝸
之

14

右
角
者
、
曰
蛮
氏
。
時
相
与
争
地
而
戦
、
伏
尸
数
万
、
逐
北
、
旬

有
五
日
而
後
反
」
。

（

）
御
溝
葉
と
い
う
故
事
。
斉
第
八

句
、
灰
第
十

句
に
既
出
。

15

32

20

（

）
射
策
は
漢
代
の
官
吏
登
用
試
験
。
攀
桂
は
科
挙
及
第
す
る
こ
と
。

16

梅
尭
臣
「
箭
頭
破
賊
棄
不
為
、
筆
端
射
策
取
桂
枝
」
（
送
周
直
孺

秘
校
和
州
都
曹
）。

雹
ハ―

飛

崑

片-

玉

雹
は
飛
ぶ

崑
の
片
玉

竹

ー

ノ

（
１
７
）

41
霞

ハ―

酌
ム

汴

三-

鐶

霞
は
酌
む

汴
の
三
鐶

御

ー

ノ

42
山

ハ

素

相

親
ミ―

善
シ

山
は
素
よ
り
相
親
し
み
善
し

重

ヨ
リ

43
林
―

繁
メ

而

手
―

刪
ル

林
は
繁
し
て
手
か
ら
刪
る

雲

カ
ラ

44
禦
二

樵-

車
ノ

隧
一

霧

樵
車
の
隧
を
禦
ぐ
は
霧

璘

ク
ハ

ミ
チ
ヲ

（
１
８
）

45
仰

ハ二

禁-

闕
ノ

天
ヲ一

寰

禁
闕
の
天
を
仰
ぐ
は
寰

洪

46
獲

テレ

讟

周

何
ノ―

咎

讟
を
獲
て
周
何
の
咎
あ
ら
ん

御

ソ
シ
リ
ヲ

カ
ア
ラ
ン

47
不-

才

馮

亦

頑

不
才

馮
も
ま
た
頑
た
り

竹

ー

モ

ー

（
１
９
）

48
蹄-

涔

慚
ツ二

学
ノ

浅
ヲ一

蹄
涔

学
の
浅
き
を
慚
づ

節

ー

（
２
０
）

49

美-

景

富
リ二

吾

憪
一

美
景

吾
憪
に
富
め
り

御

タ
ノ
シ
ミ
ニ

た
の
し
み

50（

）
『
晋
書
・
郤
詵
伝
』
「
武
帝
於
東
堂
会
送
、
問
郤
詵
曰
、
卿
自
以
為

17

何
如
。
詵
対
曰
、
臣
挙
賢
良
対
策
、
為
天
下
第
一
、
猶
桂
林
之
一

枝
、
崑
山
之
片
玉
」
。

（

）
薪
を
運
ぶ
車
。

劉
禹
錫
「
唯
見
里
門
通
徳
榜
、
残
陽
寂
寞
出
樵

18

車
」
（
傷
愚
渓
三
首
、
其
二
）
。
前
句
で
詠
ま
れ
た
、
切
り
落
と
さ

れ
た
枝
を
運
ぶ
も
の
か
。

（

）
孟
嘗
君
の
食
客
馮
諼
か
。
始
め
の
う
ち
は
特
に
才
能
も
な
く
、
食

19

事
に
魚
を
、
出
か
け
る
際
に
は
車
を
、
老
母
の
扶
養
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
を
せ
が
ん
だ
。
『
戦
国
策
・
斉
人
有
馮
諼
者
』
や
『
史

記
・
孟
嘗
君
列
伝
』
に
み
え
る
。

（

）
牛
の
蹄
に
溜
ま
る
雨
水
。

『
淮
南
子
』
「
夫
牛
蹄
之
涔
、
不
生
鱣

20

鮪
」
。
こ
こ
で
は
学
問
の
浅
い
こ
と
を
喩
え
る
。
真
第
十

句
に

83

既
出
。

並
二

四
ノ

者
ヲ一

唯
―

教

四
の
者
を
並
ぶ
る
は
唯
だ
教

澗

ル
ハ

（
２
１
）

51
遮
二

十-

重
ヲ一

是
―

慳

十
重
を
遮
す
る
は
是
れ
慳

雲

ー
ス
ル
ハ

ー

（
２
２
）

52
暁-

厳

難
シレ

続
レ

夢
ヲ

暁
厳

夢
を
続
け
難
し

御

53
雲-
液

好
シ

擒
レ

姦
ヲ

雲
液

姦
を
擒
に
す
る
に
好
し

璘

ニ
ス
ル
ニ

（
２
３
）

54
現
二

太-
白

星
ヲ一

菊

太
白
星
を
現
す
る
は
菊

雲

ー
ス
ル
ハ

55
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憂
二

皆

濁
―

世
ヲ一

蕑

皆
濁
れ
る
世
を
憂
ふ
る
は
蕑

澗

ル
ハ

ー

レ
ル

56
時-
曹

賢

逆
―

曳
ル

時
曹

賢
は
逆
さ
ま
に
曳
く

節

マ
ニ

（
２
４
）

57
旅-

客

涙

空
ク

潸

旅
客

涙
は
空
し
く
潸
た
り

洪

ー
タ
リ

58
逝

テ

又

止

遊-
杖

逝
き
て
ま
た
止
ま
る
は
遊
杖

渓

ル
ハ

59
説

テ

尤
モ

妙

勝-

鬘

説
き
て
尤
も
妙
な
る
は
勝
鬘

竹

ー
ナ
ル
ハ

（
２
５
）

60（

）
四
種
の
美
事
が
揃
い
難
い
こ
と
。
謝
霊
運
「
良
辰
、
美
景
、
賞
心
、

21

楽
事
、
四
者
難
並
」
（
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
序
）。

（

）
仏
教
の
戒
律
、
四
十
八
軽
に
対
し
て
並
び
称
さ
れ
る
。

22
（

）
雲
液
は
雲
母
、
ま
た
雨
や
露
を
い
う
。

蘇
軾
「
関
右
土
酥
黄
似

23

酒
、
揚
州
雲
液
却
如
酥
」（
泗
州
除
夜
雪
中
黄
師
是
送
酥
酒
二
首
、

其
二
）。

（

）
前
句
に
続
き
、
屈
原
を
詠
む
。『
史
記
・
屈
原
賈
生
列
伝
』
に
「
賢

24

聖
逆
曳
兮
、
方
正
倒
植
」
。

（

）
勝
鬘
夫
人
が
説
い
た
『
勝
蔓
経
』。

25竺
ハ

従
二

鐘
―

暢
テ一

近
シ

竺
は
鐘
の
暢
り
て
よ
り
近
し

召

61
漕

自
二

筧

融
一

潺

漕
は
筧
の
融
し
て
よ
り
潺
た
り

渓

ー

ハ

ー

メ
ー
タ
リ

62
似
ー

似

任
レ

梨
ニ

鷺

似
た
る
こ
と
は
似
た
る

梨
に
任
ず
る
鷺

タ
ル
ヿ
ハ

タ
ル
ー
ス
ル

63

洪

輝-

輝

出
ルレ

草
ヲ

虷

輝
輝

草
を
出
る
虷

澗

64
経-

炊

儒

炙
レ

口
ニ

経
炊

儒
は
口
に
炙
す

節

ー

ス

（
２
６
）

65
糸-

惑

老
テ

梳
レ

鬟
ヲ

糸
惑

老
い
て
鬟
を
梳
る

雲

ツ
ル

66
臥

独
リ

軽
二

佗
カ

術
ヲ一

臥
独
り
佗
が
術
を
軽
ん
ず

竹

ー

ン
ス

67
交
―

踈

斉
シ二

阮
カ

販
ニ一

交
は
り
疎
に
し
て
阮
が
販
に
斉
し

御

ニ
メ

（
２
７
）

68
柳

ハ

青-

楊
ノ

八-

佾

柳
は
青
楊
の
八
佾

璘

（
２
８
）

69
竹

ハ

練-

若
ノ

平-

安

竹
は
練
若
の
平
安

召

（
２
９
）

70（

）
毎
日
の
炊
事
が
欠
か
せ
な
い
と
同
じ
よ
う
に
、

経
書
を
耽
読
す

26

る
。
元
第
十
三

句
に
既
出
。

71

（

）
不
明
、
後
考
を
待
つ
。

27
（

）
青
楊
巷
の
こ
と
、
南
斉
蕭
子
琳
の
邸
宅
が
あ
る
。
『
南
斉
書
・
始

28

興
簡
王
鑑
伝
』
「
上
為
南
康
王
子
琳
起
青
楊
巷
第
新
成
、
車
駕
与

後
宮
幸
第
楽
飲
」
。
韓
翃
「
春
衣
晩
入
青
楊
巷
、
細
馬
初
過
皂
莢

橋
」
（
送
丹
陽
劉
太
真
）。
ま
た
「
八
佾
」
は
宮
廷
の
歌
舞
。

（

）
仏
語
、
阿
蘭
若
、
修
行
に
適
す
る
静
寂
な
場
所
、
ま
た
仏
寺
を
指

29

す
。

法-

席

鼓

忠
―

告

法
席

鼓
は
忠
し
く
告
ぐ

重

タ
ヽ
シ
ク

71
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広-

寒

弓

曲
テ―

彎

広
寒

弓
は
曲
が
り
て
彎
れ
り

節

レ
リ

（
３
０
）

72
潜

ニ―

悲
ム

秋-

後
ノ

蛬

潜
る
に
悲
し
む

秋
後
の
蛬

雲

ー

73
馳

スレ

志
ヲ

櫪-
間

ノ

莎

志
を
馳
す

櫪
間
の
莎

竹

ム
マ

（
３
１
）

74
買
レ

沃
ヲ

栖
レ

心
ヲ

遁

沃
を
買
ふ

心
を
栖
し
む
る
遁

雲

シ
ム
ル

ー

（
３
２
）

75
怨

スレ

呉
ヲ

施
フレ

巧
ヲ

般

呉
を
怨
す

巧
を
施
ふ
る
般

御

ー

（
３
３
）
く
は

76
刀-

梯

誰
カ

進
ンレ

歩
ヲ

刀
梯

誰
か
歩
を
進
め
ん

洪

（
３
４
）

77
文-

陣

士

堅
スレ

圜
ヲ

文
陣

士
は
圜
を
堅
く
す

雲

78
義-

膽

鉄-

如-

意

義
膽

鉄
如
意

召

79
阿-

兄

窟

破-

顔

阿
兄

窟
は
破
顔

洪

80（

）
広
寒
宮
、
こ
こ
で
は
月
を
い
い
、

彎
曲
し
た
弓
の
よ
う
だ
と
い

30

う
。
陸
亀
蒙
「
安
得
彎
弓
似
明
月
、
快
箭
払
下
西
飛
鵬
」
（
早
秋

呉
体
寄
襲
美
）。

（

）
櫪
は
馬
に
飼
料
を
与
え
る
お
け
、
櫪
間
に
居
る
と
は
走
る
こ
と
な

31

く
、
飼
わ
れ
る
の
に
甘
ん
じ
る
こ
と
。
釈
徳
洪
「
譬
如
伏
櫪
馬
、

心
不
忘
馳
逐
」
（
送
礼
禅
帰
臨
川
）。
ま
た
魏
武
曹
操
の
「
老
驥
伏

櫪
、
志
在
千
里
。
烈
士
暮
年
、
壮
心
不
已
」
（
歩
出
夏
門
行
）
が

著
名
。

（

）
晋
の
支
遁
が
鶴
を
放
ち
馬
を
飼
う
場
所
と
し
て
沃
洲
の
山
を
買
う

32

と
い
う
故
事
、
隠
遁
の
志
を
い
う
。
絶
海
中
津
「
東
林
香
火
沃
洲

鶴
、
逸
軌
高
風
誰
敢
攀
」
（
山
居
十
五
首
次
禅
月
韻
）。

（

）
「
巧
を
施
ふ
匠
」
と
は
、

『
文
選
・
洞
簫
賦
』
「
般
匠
施
巧
、
夔

33

襄
准
法
」
で
い
う
公
輸
班
の
こ
と
。
呉
の
人
に
父
を
殺
害
さ
れ
た

こ
と
を
怨
む
と
い
う
。
唐
代
筆
記
小
説
集
『
朝
野
僉
載
』
に
「
魯

般
者
、
粛
州
敦
煌
人
（
中
略
）
怨
呉
人
殺
其
父
、
於
粛
州
城
南
作

一
木
仙
人
、
挙
手
指
東
南
、
呉
地
大
旱
三
年
」
と
記
す
。

（

）
公
輸
般
が
攻
撃
用
の
梯
を
作
っ
た
と
い
う
。『
淮
南
子
・
修
務
訓
』

34

「
公
輸
、
天
下
之
巧
士
、
作
雲
梯
之
機
、
設
以
攻
宋
、
曷
為
弗
取
」
。

苔-

衣

寧
ロレ

表
レ

信
ヲ

苔
衣

寧
ろ
信
を
表
せ
ん
や

節

ヤ

ー
セ
ン

81
蔬-

食

毎
ニ

扶
クレ

孱

蔬
食

毎
に
孱
を
扶
く

澗

ー

ヲ

82
切
レ

歯
ヲ

追
レ

児
ヲ

犬

歯
を
切
ひ
し
ば
り
て
児
を
追
ふ
犬

重

ク
ヒ
シ
ハ
リ
テ

83
振

テレ

威
ヲ

睨
レ

父
ヲ

虨

威
を
振
る
ひ
て
父
を
睨
む
虨

御

ニ
ラ
ム

ト
ラ

と
ら

84
孝-

門

尊
フレ

入
レ

謁
ニ

孝
門

謁
に
入
る
こ
と
を
尊
ぶ

渓

ヿ
ヲ

85
化-

国

喜
レ

帰
レ

完
ニ

化
国

完
に
帰
す
る
こ
と
を
喜
ぶ

雲

ー
ス
ル
ヿ
ヲ

86
産

異

霊-

芝
ノ

土

産
は
異
な
り

霊
芝
の
土

竹

ー

ハ

ナ
リ

87
香

ハ

奇

芍-
薬

ノ

欄

香
は
奇
な
り

芍
薬
の
欄

澗

ナ
リ

88
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輦
―

来
ル

秦

又

蝶

輦
に
し
来
る
秦
ま
た
蝶

節

ル
マ
ニ
シ

89
蒲-
坐

宋
ノ

之

貛

蒲
坐

宋
の
貛

洪

（
３
５
）

90（

）
不
明
、
後
考
に
待
つ
。

35懶
シレ

聴
ニ

哀-

松
ノ

梵

聴
く
に
懶
し

哀
松
の
梵

璘

（
３
６
）

91
絶

スレ

瑕
ヲ

垂-

棘
ノ

璠

瑕
を
絶
や
す
垂
棘
の
璠

雲

（
３
７
）

92
若

シレ

亡
カ

朝
ニ―

在
ル

露

亡
が
若
し

朝
に
在
る
露

渓

ー

93
護
レ

戒
ヲ

律-

宗
ノ

壇

戒
を
護
す

律
宗
の
壇

澗

ー

ス

94
狆

溌

魚

抛
ツレ

尺
ヲ

狆
溌

魚
は
尺
を
抛
つ

召

（
３
８
）

95
依-

携

鴣

衣
ルレ

斑

依
携

鴣
は
斑
を
衣
る

御

ー

ヲ

（
３
９
）

96

靄

横

樓-

望

塞

靄
横
た
は
り
て
樓
望
は
塞
が
る

洪

ー

ハ
リ
テ

ル

97
更

深
テ

漏-

筹

闌

更
深
ま
り
て
漏
筹
は
闌
な
り

節

ー

ナ
リ

98
謳

テレ

舜
ヲ

頌

寧
ロレ

寝

舜
を
謳
ひ
て
頌
は
寧
ろ
寝
ま
ん
や

御

ー

ヤ

ヤ
マ
ン

や

99
道

テレ

尭
ヲ

民

勿
レ

鱞

尭
を
道
て
民
鱞
勿
し

竹

ナ
シ

ー

100（

）
松
濤
が
梵
音
を
帯
び
る
こ
と
。
王
維
「
軟
草
承
趺
坐
、
長
松
響
梵

36

声
」
（
登
辨
覚
寺
）。

（

）
春
秋
時
代
晋
の
地
名
、
美
玉
を
産
す
。
ま
た
美
玉
を
い
う
。
元
稹

37

「
白
珩
無
顔
色
、
垂
棘
有
瑕
累
」
（
出
門
行
）。

（

）
不
明
、
後
考
に
待
つ
。
明
・
張
天
賦
「
溌
溌
魚
抛
尺
、
交
交
鳥
弄

38

機
」
（
王
柳
塘
池
亭
排
律
）。

（

）
鷓
鴣
の
鳴
き
声
が
郷
思
を
催
す
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
が
、
こ
こ

39

は
鷓
鴣
の
姿
を
見
る
。
斉
己
「
客
思
莫
牽
胡
蝶
夢
、
郷
心
自
憶
鷓

鴣
声
」
（
渚
宮
春
日
因
懐
有
作
）。

（
よ
う

こ
ん
ほ
う
・
武
蔵
野
大
学
准
教
授
）


